
一
、
は
じ
め
に

「
島
」
が
海
没
し
た
と
い
う
伝
承
が
各
地
に
見
ら
れ
、
海
没
の
理
由
を
語
る
伝
説
を
伴
う
地
も
あ
る
。
柳
田
國
男
も
「
高
麗
島
の

傳
説
」
で
取
り
上
げ
て
い
る
が
〔
柳
田　

一
九
六
九
年
〕、
伝
説
の
内
容
は
概
ね
「
神
信
深
い
老
嫗
・
老
父
・
島
民
が
、
島
で
祀
る

神
（
地
蔵
・
蛭
子
な
ど
）
の
顔
が
赤
く
な
る
と
き
、
島
が
海
没
す
る
と
の
お
告
げ
あ
る
い
は
言
い
伝
え
を
信
じ
、
毎
日
、
神
の
顔
を

確
認
し
て
い
た
が
、
神
信
の
な
い
若
者
あ
る
い
は
盗
賊
が
顔
を
赤
く
塗
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
島
が
海
没
す
る
」
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
伝
説
の
モ
チ
ー
フ
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
伝
説
を
持
つ
島
は
、
管
見
の
限
り
、
高
麗
島
（
長

崎
）・
対
馬
（
長
崎
）・
万
里
が
島
（
鹿
児
島
）・
瓜
生
島
（
大
分
）・
お
亀
磯
（
徳
島
）
で
、
九
州
・
四
国
に
遍
在
す
る
。
筆
者
は

す
で
に
、
こ
れ
ら
の
伝
説
の
構
成
と
成
立
に
つ
い
て
論
考
し
〔
林　

二
〇
一
三
ａ
〕、
さ
ら
に
「
災
害
伝
承
」
と
し
て
の
意
味
に
つ

い
て
も
検
討
を
加
え
て
い
る
〔
林　

二
〇
一
三
ｃ
〕。
そ
の
中
で
、
伝
説
が
必
ず
し
も
災
害
の
史
実
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
心
意

的
「
事
実
」
と
し
て
も
語
ら
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
心
意
的
「
事
実
」
の
一
つ
が
移
民
伝
承
で
あ
り
、「
移
民
」

の
正
当
性
を
裏
付
け
る
た
め
に
伝
説
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
〔
林　

二
〇
一
三
ｂ
〕。
ま
た
、
も
う
一
つ
の
心
意
的

「
事
実
」
は
「
神
威
」
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
が
、
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
右
で
紹
介
し
た
伝
説
で
は
、

「
島
」
の
海
没
伝
承
に
お
け
る
「
神
」
の
意
味 

―
高
知
県
「
戸
島
」・
京
都
府
「
冠
島
」
の
海
没
伝
承
を
中
心
に
―　
　
　
　
　

林　

英
一

一

「
島
」
の
海
没
伝
承
に
お
け
る
「
神
」
の
意
味



島
の
海
没
の
予
言
者
と
し
て
「
神
」
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
海
没
す
る
「
島
」
と
「
神
」
と
の
密
接
な
関

係
性
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
高
知
県
須
崎
市
に
あ
る
「
戸
島
（
へ
し
ま
）」
も
海
没
伝
承
を
持
つ
が
、
右
の
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
で
は
な
い
。
し
か
し

「
神
」
と
「
島
」
の
海
没
の
関
係
が
よ
り
鮮
明
に
語
ら
れ
て
い
る
。「
戸
島
」
の
海
没
伝
承
に
関
し
て
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代

に
か
け
て
の
資
料
に
み
ら
れ
、「
島
」
の
海
没
が
、「
神
」
と
の
関
係
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
の
か
が
よ
く
わ
か
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
時
代
に
よ
り
伝
承
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

本
論
で
は
ま
ず
「
戸
島
」
の
海
没
伝
承
の
変
化
を
捉
え
、
京
都
府
の
「
冠
島
」
な
ど
の
伝
説
・
伝
承
、
さ
ら
に
は
右
で
あ
げ
た
伝

説
を
持
つ
徳
島
県
の
「
お
亀
磯
」
の
場
の
認
識
を
通
し
て
、「
島
」
の
海
没
と
、「
神
」
と
の
関
係
や
そ
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
す
る

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
論
で
は
伝
承
と
伝
説
を
区
別
し
て
扱
っ
て
い
る
。
伝
承
と
は
「
事
実
」
と
さ
れ
る
話
し
を
そ
の
ま
ま
伝
え

た
も
の
、
伝
説
と
は
「
事
実
」
に
物
語
性
を
加
え
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て
お
く
。
た
だ
し
、「
戸
島
」
の
伝
承

に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
と
も
言
い
難
い
面
が
あ
る
。

　二
、「
戸
島
」
の
伝
承
・
伝
説

「
戸
島
」
は
高
知
県
須
崎
市
の
沖
に
あ
る
。
江
戸
時
代
に
編
集
さ
れ
た
『
土
州
淵
岳
志
』『
土
州
名
勝
記
』『
南
路
志
』、
明
治
初
期

に
編
集
さ
れ
た
『
皆
山
集
』
に
そ
の
記
録
が
み
ら
れ
る
。

（
一
）『
土
州
淵
岳
志
』

『
土
州
淵
岳
志
』（
以
下
『
淵
岳
志
』）
は
渡
邊
哲
哉
の
「
解
説
」
に
よ
る
と
、「
編
者
の
植
木
挙
因
（
一
六
九
八
―
一
七
七
四
）
は

京
都
で
玉
木
葦
斎
に
学
ん
だ
儒
者
」
で
あ
り
、「
本
資
料
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
下
巻
の
「
興
雲
寺
鰐
口
」
の

マ
テ
シ
ス
・
ウ
ニ
ウ
ェ
ル
サ
リ
ス
　
第
十
七
巻
　
第
一
号

二



項
「（
文
明
）
六
年
甲
午
ヨ
リ
延
享
四
年
丁
卯
迄
二
百
七
十
四
年
也
」
の
記
述
か
ら
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
以
降
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。」
と
す
る
〔
渡
邊　

二
〇
〇
六　

四
七
八
〕。
植
木
挙
因
が
一
七
七
四
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、

一
七
四
七
～
七
四
年
の
間
に
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
内
容
と
し
て
は
「
土
佐
の
国
号
の
由
来
に
始
ま
り
、
神
社
、
歌
枕
、

産
物
、
伝
承
、
怪
異
譚
、
陵
墓
、
寺
院
な
ど
、
土
佐
国
に
関
す
る
様
々
な
事
象
に
及
び
」〔
渡
邊　

二
〇
〇
六　

四
七
八
〕、
記
述
は

詳
細
で
あ
る
。「
戸
島
」
に
関
す
る
記
述
は
「
神
島
」
の
項
に
あ
る
。

　

①
高
岡
郡
土
崎
ノ
山
ヲ
、
昔
ハ
内
山
ト
申
ス
由
、
イ
ツ
ノ
頃
カ
土
崎
ト
改
ム
。
此
濱
ヲ
大
崎
ト
云
ケ
ル
ヲ
、
今
ハ
須
崎
ト
云
。

此
濱
ノ
左
右
ヲ
神
カ
小
濱
ト
云
。
此
湊
ノ
沖
に
神
カ
小
島
ト
テ
、
沖
ノ
島
・
中
島
・
ヘ
シ
マ
ト
云
三
島
ア
リ
。
皇
太
神
心
化
ノ
三

神
オ
キ
中
ヤ
ツ
ヲ
祟
祭
ル
故
ニ
、
神
カ
小
島
ト
申
ス
ト
カ
ヤ
。
国
俗
カ
ウ
シ
マ
ト
ヽ
ナ
ヘ
云
フ
。〔
植
木　

二
〇
〇
六　

一
五
一
〕

（
番
号
筆
者
）

　『
淵
岳
志
』
に
は
「
戸
島
」
の
海
没
に
関
す
る
伝
承
・
伝
説
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
く
、「
沖
の
島
」「
中
島
」「
ヘ
シ
マ
」
と
呼
ば

れ
る
三
つ
の
島
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
皇
太
神
心
化
ノ
三
神
オ
キ
中
ヤ
ツ
ヲ
祟
祭
ル
」
こ
と
か
ら
「
神
カ
小
島
」、
俗
に
「
カ
ウ
シ
マ
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
と
の
伝
承
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
「
沖
の
島
」
は
な
い
が
、「
中
島
」
は
「
中
ノ
島
」
に
、「
ヘ
シ
マ
」

は
「
戸
島
」
に
比
定
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、「
沖
ノ
島
」
は
現
存
す
る
「
神
島
」
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
の
「
神
島
」
は
実
際
に
三

島
の
中
で
最
も
沖
合
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
も
「
沖
ノ
島
」
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
。
た
だ
し
『
淵
岳
志
』
で
は
三
島
と

も
に
「
神
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
と
め
て
「
神
カ
小
島
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
あ
り
、
一
つ
の
島
が
「
神
」
の
島
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
、「
オ
キ
中
ヤ
ツ
ヲ
祟
祭
ル
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
ヤ
ツ
」
が
何
を
示
し
て
い
る
か
不

明
で
あ
る
。
し
か
し
「
オ
キ
」
が
「
沖
ノ
島
」、「
中
」
が
「
中
島
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、「
ヤ
ツ
」
は
「
ヘ
シ
マ
」
の
こ

三

「
島
」
の
海
没
伝
承
に
お
け
る
「
神
」
の
意
味



と
と
推
察
さ
れ
よ
う
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
三
島
に
そ
れ
ぞ
れ
「
神
」
が
祀
ら
れ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
広

く
知
ら
れ
、「
神
カ
小
島
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
神
は
「
皇
太
神
心
化
ノ
三
神
」
と
さ
れ
、
伊
勢

神
宮
と
の
関
係
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
宗
教
者
の
介
在
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
他
の
海
没
し
た
「
島
」
で
顔

を
赤
く
塗
ら
れ
る
神
と
は
性
格
が
異
な
る
。
こ
の
三
島
は
宗
教
的
背
景
を
も
っ
て
神
聖
な
「
島
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

推
察
さ
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
『
淵
岳
志
』
に
は
怪
異
譚
も
多
く
採
録
さ
れ
て
お
り
、
意
図
的
に
海
没
伝
承
を
採
録
し
な
か
っ
た
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

す
る
と
、『
淵
岳
志
』
編
集
当
時
に
、「
戸
島
」
の
海
没
伝
承
を
植
木
は
知
ら
な
か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
植
木

が
「
知
ら
な
か
っ
た
」
こ
と
は
、「
伝
承
が
な
か
っ
た
」
か
、「
あ
っ
た
が
植
木
の
耳
に
は
届
か
な
か
っ
た
」
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ

ろ
う
。
後
者
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
戸
島
」
の
海
没
伝
承
は
ご
く
限
ら
れ
た
地
域
で
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
そ
れ
で
も

　
「
神
カ
小
島
」
の
伝
承
は
広
く
知
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
「
島
」
が
「
神
」
の
関
係
性
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
認
識
さ
れ
て
い
た
。

（
二
）『
土
州
名
勝
記
』

渡
邊
哲
哉
は
、『
土
州
名
勝
記
』（
以
下
『
名
勝
記
』）
の
編
者
・
創
立
年
代
と
も
に
不
詳
で
あ
る
と
い
う
〔
渡
邊　

二
〇
〇
六　

四
七
八
〕。
内
容
と
し
て
は
、
安
芸
郡
か
ら
幡
多
郡
ま
で
を
郡
ご
と
に
寺
社
や
古
城
な
ど
の
名
所
旧
跡
を
記
し
、
ま
た
そ
れ
に
付
随

す
る
歌
を
多
く
採
録
し
た
も
の
で
あ
る
〔
渡
邊　

二
〇
〇
六　

四
七
八
〕。
そ
の
中
の
「
大
崎
」
と
記
さ
れ
た
地
域
の
項
の
中
で
「
戸

島
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

［
大
崎
（
打
山
を
い
ふ
）］
神
小
島
、
有
磯
、
皆
名
所
な
り
。
八
雲
御
抄
、
名
所
方
角
抄
、
万
葉
集
な
と
に
も
出
た
り
。
①
土
崎

の
山
を
む
か
し
ハ
打
山
或
い
ハ
内
山
と
云
。
又
大
崎
と
い
ふ
。
湊
の
左
右
の
濱
を
神
か
小
濱
と
い
ふ
。
此
湊
の
内
に
神
カ
小
島
と

云
、
沖
の
島
・
中
の
島
・
遍
島
と
て
三
ツ
嶋
あ
り
。
皇
太
神
心
化
の
三
神
を
沖
・
中
・
遍
の
三
嶋
に
祭
る
故
に
神
カ
小
島
と
云
。

マ
テ
シ
ス
・
ウ
ニ
ウ
ェ
ル
サ
リ
ス
　
第
十
七
巻
　
第
一
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俗
に
か
う
し
ま
と
い
ふ
。
②
此
三
島
の
内
、
遍
島
と
い
う
ハ
今
は
な
し
。
古
老
傳
て
云
、
遍
島
千
軒
、
神
島
千
軒
と
て　

立
並
び

宮
居
も
か
ゝ
や
か
せ
給
ひ
け
る
か
、
神
の
御
は
か
ら
い
に
や
波
風
も
な
き
に
、
此
島
俄
に
動
き
出
て
海
底
に
沈
ミ
け
り
と
、
今

も
波
静
な
る
日
松
よ
り
海
底
を
望
ミ
見
れ
は
、
人
家
の
礎
又
石
に
て
畳
た
る
井
の
形
な
と
見
へ
侍
る
と
そ
。〔
著
者
不
詳　

二
〇
〇
六　

二
三
八
～
二
三
九
〕（
番
号
筆
者
）

『
名
勝
記
』
の
①
の
部
分
は
『
淵
岳
志
』
と
同
内
容
で
あ
る
。
た
だ
し
『
淵
岳
志
』
で
は
「
ヘ
シ
マ
」
と
片
仮
名
表
記
と
な
っ
て

い
る
も
の
が
、『
名
勝
記
』
で
は
「
遍
島
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
名
勝
記
』
に
は
『
淵
岳
志
』
に
な
い
②
の
部
分
が
付
会

さ
れ
て
い
る
。
②
に
よ
る
と
「
遍
島
」
は
す
で
に
な
い
と
さ
れ
、
立
派
な
宮
も
あ
り
、「
遍
島
千
軒
」
あ
る
い
は
「
神
島
千
軒
」
と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
賑
わ
っ
て
い
た
が
、「
神
の
意
思
」
に
よ
っ
て
沈
ん
で
し
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
古
老
傳
」
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
②
は
言
い
伝
え
の
採
録
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
編
者
は
実
際
に
こ
の
地
に
訪
れ
て
い
な
い
こ
と
が
「
と
そ
」
と

の
語
句
か
ら
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
②
の
部
分
は
伝
聞
伝
承
を
採
録
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
名
勝
記
』
の
編
集
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
①
の
文
章
の
類
似
性
か
ら
、『
名
勝
記
』
は
①
を
採
録
し
、
さ
ら
に
②
を
追
加
し
た

と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
『
名
勝
記
』
は
『
淵
岳
志
』
よ
り
も
後
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
②
の
記
述
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
三
島
に
「
神
」
が
祀
ら
れ
て
い
た
が
、「
遍
島
」
だ
け
が
「
今

は
な
し
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
古
老
傳
て
云
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
遍
島
千
軒
」
あ
る
い
は
「
神
島
千
軒
」
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
栄
え
て
い
た
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、「
神
島
千
軒
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
遍
島
」

＝
「
神
島
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
名
勝
記
』
で
は
、
三
島
の
中
の
「
遍
島
」
だ
け
が
「
神
島
」
と
意
識
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
「
島
」
が
「
波
風
も
な
き
に
、
此
島
俄
に
動
き
出
て
海
底
に
沈
」
ん
だ
の
で
あ
る
。

島
が
急
に
沈
ん
だ
と
の
形
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
な
ら
ば
、
急
な
地
殻
変
動
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ

五
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の
説
明
が
「
神
の
御
は
か
ら
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
海
没
と
い
う
怪
異
が
お
き
て
、「
神
」
と
の
関
係
性
が
以
前
以
上
に
強
く
意
識

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
三
つ
の
島
は
並
ん
で
い
る
。
し
か
も
三
島
と
も
に
「
皇
太
神
」
が
祀
ら
れ
、
三
島
を
ま
と
め
て
「
神
か

小
島
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、「
戸
島
」
だ
け
が
「
神
島
」
と
記
述
さ
れ
る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。
ま
た
高
麗
島
な
ど

海
没
伝
説
を
持
つ
島
は
、
沈
ん
だ
ま
ま
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
「
戸
島
」
は
現
存
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
戸
島
」
は
海
没

し
た
が
、
ま
た
「
島
」
と
し
て
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。「
戸
島
」
は
後
述
す
る
資
料
に
も
何
度
か
海
没
し
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う

な
記
事
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
戸
島
」
だ
け
が
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
沈
ん
だ
と
い
う
よ
り
、「
津
波
」
に
よ
る
一
時
的
海
没

と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。「
波
風
も
な
き
に
、
此
島
俄
に
動
き
出
て
」
と
の
記
述
は
地
震
を
示
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
す
る
と
他
の
二
島
も
影
響
を
受
け
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
「
遍
島
千
軒
」
と
の
語
句
は
、「
戸
島
」
が
「
神
カ
小
島
」

の
一
つ
で
あ
り
、
神
聖
な
島
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
他
の
島
に
比
べ
て
、
人
々
の
大
き
な
生
活
拠
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す

る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
遍
島
千
軒
」「
神
島
千
軒
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
地
理
的
に
巨
大
地
震
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
あ
ろ
う
。
す
る

と
大
津
波
が
あ
っ
た
こ
と
も
推
察
さ
れ
る
。
人
々
の
営
み
が
「
戸
島
」
を
中
心
と
し
て
い
た
た
め
に
、「
遍
島
」
が
「
神
」
と
の
強

い
関
係
性
が
意
識
さ
れ
、『
名
勝
記
』
の
記
述
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
三
）『
南
路
志
』

『
南
路
志
』
は
横
山
和
雄
が
「
発
刊
に
あ
た
っ
て
」
で
、「
高
知
城
下
の
豪
商
美
濃
屋
、
武
藤
致
和
・
平
道
父
子
の
学
門
的
情
熱
と

当
時
の
知
識
人
の
協
力
に
よ
っ
て
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
完
成
し
た
土
佐
一
国
の
歴
史
・
地
理
書
の
白
眉
」
と
述
べ
、
致

和
の
「
心
中
は
、「
南
海
道
の
六
つ
の
国
の
故
事
を
探
」
り
た
い
と
い
う
遠
大
な
企
画
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
」
と
い
う
〔
横
山　

一
九
九
〇　

ペ
ー
ジ
番
号
な
し
〕。
郡
・
村
ご
と
に
記
さ
れ
、
石
高
や
人
口
、
地
理
・
歴
史
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

武
藤
父
子
の
思
い
が
わ
か
る
。「
野
見
村
」
の
項
に
「
戸
嶋
大
明
神
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。「
戸
嶋　

正
体
石　

祭
礼
九
月
十

日
」
と
あ
り
、
本
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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③
往
昔
津
野
領
の
時
地
引
網
に
入
引
上
申
由
。
其
頃
の
御
船
頭
高
野
氏
へ
御
移
被
成
、
我
ハ
戸
嶋
大
明
神
也
。
年
久
敷
海
底
ニ

在
、
只
今
此
網
ニ
入
上
ル
。
往
々
漁
事
之
守
ニ
可
成
、
宮
を
戸
嶋
ニ
建
可
祭
ト
有
。
夫
よ
り
祭
来
由
。
④
御
神
体
、
宝
永
四
年
の

大
変
大
浪
ニ
祠
流
失
、
⑤
年
数
廿
年
過
享
保
十
一
年
八
月
上
旬
、
東
勢
井
村
百
姓
五
郎
右
衛
門
と
申
者
夢
ニ
、
戸
嶋
大
明
神
此
濱

ニ
上
る
、
我
を
戸
嶋
へ
可
送
と
夢
見
。
翌
朝
濱
ニ
出
草
む
ら
を
見
候
処
、
光
さ
し
教
の
如
く
御
神
体
に
行
逢
、
五
郎
右
衛
門
其
儘

乱
気
ニ
罷
成
。
最
初
夢
ニ
見
る
通
の
申
口
ニ
付
、
類
族
隣
家
の
者
共
否
や
野
見
浦
へ
告
来
り
、
直
に
野
見
浦
人
迎
ニ
参
。
当
時
弁

才
天
の
社
へ
納
置
、
其
後
今
の
処
へ
奉
移
。〔
武
藤　

一
九
九
一　

二
三
八
〕（
番
号
筆
者
）

　『
南
路
志
』
に
記
さ
れ
た
内
容
は
、『
淵
岳
志
』
や
『
名
勝
記
』
と
異
な
り
、「
神
」
の
示
現
を
記
述
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

①
②
に
相
当
す
る
記
述
が
見
ら
れ
ず
、
い
き
な
り
「
神
」
は
石
と
し
て
海
底
か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
、「
戸
島
」
だ
け
に
祀
ら
れ
た
と

さ
れ
て
い
る
（
③
）。
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
の
津
波
に
よ
る
流
出
が
前
提
と
な
る
も
の
と
い
え
る
が
、「
我
ハ
戸
嶋
大
明
神
」
と

名
乗
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、「
往
々
漁
事
之
守
ニ
可
成
、
宮
を
戸
嶋
ニ
建
可
祭
ト
有
」
と
あ
り
、『
南
路
志
』
で
は
、「
神
」

が
「
戸
島
」
に
土
着
化
し
た
「
神
」
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。「
神
」
の
土
着
化
が
こ
の
時
期
に
お
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

神
威
発
揚
の
「
戸
島
」
の
特
化
は
す
で
に
『
名
勝
記
』
に
も
み
え
る
。『
名
勝
記
』
で
は
島
は
沈
ん
だ
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
な
ら
ば
、
御
神
体
の
海
没
（
流
出
）
も
あ
っ
た
ろ
う
。
①
②
と
③
を
繋
げ
て
理
解
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
と
き
沈
ん
だ
「
神
」

が
『
南
路
志
』
で
は
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

本
文
中
に
「
宝
永
四
年
の
大
変
大
浪
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
津
波
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
伝
承
で
、
初
め
て
「
戸
島
」
と
津
波
が

結
び
付
け
ら
れ
た
。
や
は
り
『
名
勝
記
』
に
み
る
海
没
も
、
津
波
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
後
に
紹
介
す
る
松
野
尾
章
行
に

よ
る
『
皆
山
集
』
に
は
土
佐
国
の
地
震
被
害
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
大
地
震
海
嘯
ト
シ
テ
特
書
す
べ
き
も
の

四
回
則
チ
第
一
回
は
白
鳳
地
震
ニ
シ
テ
田
園
五
十
餘
万
頃
ヲ
没
シ
其
后
記
録
ノ
徴
ス
ヘ
キ
ナ
ク
九
百
二
十
年
ヲ
経
テ
慶
長
九
年
ノ

七
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地
震
海
嘯
ア
リ
単
ニ
東
灘
ニ
就
テ
之
ヲ
見
ル
モ
尚
ホ
四
千
六
百
六
人
ヲ
溺
死
セ
シ
メ
タ
リ
其
后
百
餘
年
ヲ
経
テ
宝
永
ノ
災
ア
リ
死
人

千
八
百
四
十
四
人
負
傷
者
九
百
廿
六
ヲ
出
又
其
ヨ
リ
シ
テ
百
四
十
餘
年
ノ
下
安
政
元
年
十
一
月
ニ
於
テ
震
嘯
併
セ
到
リ
二
百
七
十
七

人
ヲ
殺
シ
百
八
十
人
ヲ
傷
ケ
タ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
松
野
尾　

一
九
七
三　

二
六
五
〕。
松
野
尾
は
過
去
の
文
献
か
ら
巨
大
地

震
被
害
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
記
録
で
確
認
で
き
る
大
地
震
・
津
波
は
四
回
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
慶
長
九
年

の
地
震
・
津
波
以
後
、
百
年
～
百
数
十
年
ご
と
に
大
地
震
・
津
波
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
記
録
後
、
昭
和

二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
も
あ
り
、
多
大
な
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
（
筆
者
の
実
家
は
香
川
県
で
あ
る
が
、
我
が

家
ゆ
か
り
の
墓
が
多
く
倒
れ
た
と
祖
父
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
る
）。
こ
れ
も
安
政
地
震
の
約
百
年
後
で
あ
る
。
す
る
と
「
第
一
回
は

白
鳳
地
震
ニ
シ
テ
田
園
五
十
餘
万
頃
ヲ
没
シ
其
后
記
録
ノ
徴
ス
ヘ
キ
ナ
ク
九
百
二
十
年
ヲ
経
テ
慶
長
九
年
ノ
地
震
海
嘯
ア
リ
」
と
の

一
文
は
、「
其
后
記
録
ノ
徴
ス
ヘ
キ
ナ
ク
」
た
め
に
『
皆
山
集
』
で
も
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
間
も
百

年
～
百
数
十
年
の
周
期
で
巨
大
地
震
・
津
波
が
当
地
を
襲
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

す
る
と
、
地
引
網
に
入
っ
た
「
往
昔
」
と
は
、
白
鳳
地
震
か
あ
る
い
は
そ
れ
以
後
に
起
き
た
が
記
録
に
残
っ
て
な
い
地
震
に
よ
り

流
出
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
流
出
の
時
期
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
長
ら
く
海
底
に
あ
っ
た
「
神
」
が
中

世
（
当
地
が
「
津
野
領
」
で
あ
っ
た
頃
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
着
目
す
る
。
こ
の
伝
承
は
①
と
は

整
合
性
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
「
皇
太
神
」
が
祀
ら
れ
て
い
た
が
地
震
で
流
出
し
、
中
世
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

渡
邊
哲
哉
は
「
解
説
」
で
、『
淵
岳
志
』
は
一
七
四
七
年
以
降
の
成
立
と
す
る
。
宝
永
四
年
は
一
七
〇
七
年
で
あ
る
。
一
六
九
八

年
生
ま
れ
の
著
者
の
植
木
は
宝
永
四
年
に
は
生
ま
れ
て
い
た
し
、『
淵
岳
志
』
の
記
述
は
地
震
後
で
あ
る
。『
名
勝
記
』
の
成
立
年
代

は
不
明
な
が
ら
も
、『
淵
岳
志
』
に
文
章
を
加
え
た
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
、『
淵
岳
志
』
以
後
に
記
述
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

た
。『
淵
岳
志
』『
名
勝
記
』
に
は
明
確
に
宝
永
四
年
の
地
震
が
特
定
で
き
る
記
述
は
な
い
。
た
だ
『
名
勝
記
』
に
は
「
古
老
傳
て
云
、
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遍
島
千
軒
、
神
島
千
軒
と
て　

立
並
び
宮
居
も
か
ゝ
や
か
せ
給
ひ
け
る
か
、
神
の
御
は
か
ら
い
に
や
波
風
も
な
き
に
、
此
島
俄
に
動

き
出
て
海
底
に
沈
ミ
け
り
と
、
今
も
波
静
な
る
日
松
よ
り
海
底
を
望
ミ
見
れ
は
、
人
家
の
礎
又
石
に
て
畳
た
る
井
の
形
な
と
見
へ
侍

る
と
そ
」
と
の
記
述
が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。『
名
勝
記
』
が
『
淵
岳
志
』
よ
り
後
に
成
立
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
の
一
文
が
宝

永
四
年
の
地
震
に
つ
い
て
の
可
能
性
は
あ
る
。
そ
の
た
め
に
「
古
老
傳
て
云
」
と
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
植
木

は
宝
永
地
震
に
よ
る
「
戸
島
」
の
海
没
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
。
先
に
植
木
は
『
名
勝
記
』
に
み
え
る
「
戸
島
」
の
海
没
伝
承

は
知
ら
な
か
っ
た
か
、
伝
承
が
そ
の
後
に
成
立
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
『
名
勝
記
』
に
あ
る
記
述
が
宝
永
地
震
で
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、
現
実
に
起
き
た
津
波
被
害
が
伝
承
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
『
南
路
志
』
で
は
「
戸
嶋

大
明
神
」
と
い
う
土
着
神
と
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
『
名
勝
記
』
で
は
「
古
老
傳
」
と
し
な
が
ら
、「
遍
島
」
の
海
没
が
「
神
の
御

は
か
ら
い
」
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
神
」
は
「
皇
太
神
化
ノ
三
神
」
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、「
島
」
と
「
神
」

と
の
関
係
を
年
代
順
に
み
る
な
ら
ば
、
宗
教
色
の
強
い
「
神
」
が
た
だ
の
「
神
」
と
さ
れ
、
一
九
世
紀
前
半
に
は
土
着
化
し
て
認
識

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。「「
神
カ
小
島
」
と
し
て
の
認
識
→
生
活
拠
点
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
戸
島
」
の
海
没
→
「
戸

島
」
だ
け
に
「
神
」
が
祀
ら
れ
た
」
と
の
認
識
の
変
遷
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
土
着
神
と
し
て
具
体
的
な
性
格
を
も
っ
て
意
識
さ

れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、『
名
勝
記
』
に
あ
る
「
遍
島
千
軒
」
ほ
ど
も
栄
え
た
の
は
、「
戸
島
」
が
漁
民
の
活
動
拠
点
と

な
っ
て
い
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
『
南
路
志
』
で
は
「
往
々
漁
事
之
守
ニ
可
成
、
宮
を
戸
嶋
ニ
建
可
祭
ト
有
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
土
着
神
が
漁
業
神

と
し
て
の
性
格
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
る
。『
名
勝
記
』
に
あ
る
「
遍
島
千
軒
」
ほ
ど
も
栄
え
た
の
は
、「
戸
島
」
が
漁
民
の
活
動
拠
点

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
『
南
路
志
』
で
は
、「
戸
嶋
明
神
」
は
当
地
が
「
津
野
領
」
で
あ
っ
た
頃
に
、「
船
頭

高
野
氏
」
に
依
り
つ
き
、
お
告
げ
を
し
て
地
引
網
に
か
か
っ
た
と
さ
れ
た
も
の
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
あ
る
。『
須
崎
市
史
』
に
よ
る
と
、

「
津
野
氏
」
の
土
佐
国
で
の
世
代
は
延
喜
二
年
（
九
一
三
）
～
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
で
、
さ
ら
に
一
二
世
紀
初
め
に
は
「
津

九

「
島
」
の
海
没
伝
承
に
お
け
る
「
神
」
の
意
味



野
荘
」
が
成
立
し
て
い
る
と
い
う
〔
須
崎
市
史
編
纂
委
員
会　

一
九
七
四　

一
四
九
〕。『
南
路
志
』
に
従
う
な
ら
ば
、
一
度
流
出

し
て
し
ま
っ
た
「
神
」
が
伝
承
の
上
で
は
中
世
（
津
野
領
の
頃
）
に
お
告
げ
に
よ
っ
て
地
引
網
に
か
か
り
、
再
び
「
戸
嶋
明
神
」
と

し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
宝
永
四
年
の
地
震
で
ま
た
流
失
し
て
し
ま
っ
た
。
宝
永
地
震
を
経
験
し
て
い

る
植
木
は
、
宝
永
地
震
で
の
「
戸
島
」
の
海
没
伝
承
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
以
前
の
伝
承
を
知
ら
な
か
っ
た
と

は
考
え
に
く
い
。『
淵
岳
志
』
で
は
怪
異
譚
を
多
く
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
中
世
的
端
緒
を
持
っ
た
伝
承
は
、『
南
路
志
』

が
成
立
す
る
少
し
前
に
成
立
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
『
名
勝
記
』
で
は
具
体
的
に
記
さ
れ
な
か
っ
た
地
震
・

津
波
が
『
南
路
志
』
の
宝
永
四
年
の
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
武
藤
致
和
・
平
道
父
子
が
過
去
の
記
録
と
伝
承
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
具

体
的
な
年
号
を
持
ち
出
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
際
に
、
伝
承
の
「
史
実
と
し
て
の
確
か
ら
し
さ
」
を
印
象
付
け
る
た

め
に
、「
中
世
」
を
符
合
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
だ
ろ
う
。
よ
り
古
い
時
代
の
話
し
と
し
、
神
威
を
高
め
る
だ
け
で
は

な
く
、
具
体
的
な
支
配
者
の
名
前
を
出
す
こ
と
で
、
伝
承
の
確
か
ら
し
さ
を
高
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
宝
永
四
年
に
流
出
し
た
「
御
神
体
」
が
、
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
に
再
度
示
現
し
、
そ
れ
が
「
其
後
今
の
処
へ
奉
移
」

と
さ
れ
て
い
る
。「
今
の
処
」
と
は
、「
戸
島
」
と
い
え
る
。
具
体
的
記
述
が
な
い
の
で
、
明
確
で
は
な
い
が
、
項
目
が
「
戸
嶋

大
明
神
」
で
あ
り
、「
戸
嶋　

正
体
石　

祭
礼
九
月
十
日
」
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、「
今
の
処
」
と
は
「
戸
島
」

で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、『
名
勝
記
』
で
は
「
今
は
な
し
」
と
さ
れ
た
「
戸
島
」
は
、
一
九
世
紀
前
半
に
は
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
も
、『
名
勝
記
』
に
記
さ
れ
た
「
今
は
な
し
」
が
、
津
波
に
よ
る
一
時
的
被
災
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、「
戸
島
」
は
津
波

に
よ
り
一
時
的
に
海
没
し
、「
神
」
が
流
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
『
南
路
志
』
の
内
容
を
改
め
て
見
る
な
ら
ば
、「
御
神
体
の
示
現
→
流
出
→
再
度
示
現
」
と
の
形
で
時
系
列
的
に
示
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
示
現
は
、
人
に
依
り
憑
き
、
御
神
託
を
告
げ
る
と
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
長
ら
く
海
底
に
沈
ん
で

い
た
「
石
」（
御
神
体
）
と
す
る
「
神
」
が
「
示
現
」
す
る
こ
と
が
、
重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
示
現
に
対
し
、
不
可
思
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議
現
象
を
伴
う
こ
と
で
神
威
の
大
き
さ
を
強
調
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
示
現
し

た
「
神
」
は
、「
漁
事
の
守
り
」
と
さ
れ
、「
神
」
と
漁
業
と
の
結
び
つ
き
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
こ
と
は
「
伝
承
」

の
形
成
が
、
漁
民
と
の
関
わ
り
の
中
で
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
も
と
も
と
あ
っ
た
伝
承
を
読
み
替
え
て
い
っ
た

か
、
あ
る
い
は
新
た
な
漁
民
が
勢
力
を
も
っ
て
当
地
に
住
み
つ
い
た
の
か
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
。

ま
た
御
神
体
が
「
網
に
か
か
っ
た
」
こ
と
は
、「
戸
嶋
明
神
」
が
漂
着
神
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
も
示
す
。
漂
着
神
信
仰

に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
述
べ
る
必
要
も
な
い
が
、
海
の
中
か
ら
流
れ
着
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
意
思
を
も
っ
て
陸
に
あ
が

ろ
う
と
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
海
中
が
異
界
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
異
界
の
「
存
在
」
が
託
宣
し
た
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
で
、

「
神
威
」
が
よ
り
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
御
神
体
の
石
が
宝
永
四
年
の
津
波
で
流
さ
れ
、
消
失
し
て
し
ま
っ
た
（
④
）。
そ
れ
か
ら
二
十
年
た
っ
た
享
保
十
一
年

（
一
七
二
六
）
に
百
姓
五
郎
右
衛
門
の
夢
で
、
浜
に
あ
が
っ
た
の
で
「
戸
嶋
大
明
神
と
し
て
戸
嶋
へ
送
れ
」
と
の
告
げ
が
あ
っ
た

の
で
、
探
し
に
い
く
と
、「
光
さ
す
」
石
が
見
つ
か
る
。
し
か
し
告
げ
が
あ
っ
た
五
郎
右
衛
門
は
「
其
儘
乱
気
ニ
罷
成
」。「
石
」
で

あ
る
御
神
体
に
「
光
さ
す
」
と
の
修
辞
が
用
い
ら
れ
、
お
告
げ
が
あ
っ
た
人
物
の
気
が
ふ
れ
る
と
の
記
述
を
も
考
え
に
入
れ
る
な
ら

ば
、
こ
の
伝
承
で
は
、
二
重
に
「
神
威
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
神
の
示
現
の
前
提
に
「
流
出
」
が
あ
る
こ
と
は
興

味
深
い
。「
神
の
流
出
」
が
津
波
に
よ
る
も
の
と
す
る
と
し
て
も
、
神
す
ら
を
脅
か
す
津
波
の
脅
威
を
高
め
た
こ
と
に
も
な
る
た
め

で
あ
る
。

（
四
）『
皆
山
集
』

『
皆
山
集
』
の
著
者
は
松
野
尾
章
行
で
、
河
内
達
芳
の
「
解
説
」
に
よ
れ
ば
、
松
野
尾
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
生
ま
れ
、

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
没
し
た
人
物
で
、『
皆
山
集
』
は
高
知
県
内
の
多
方
面
に
わ
た
る
史
料
を
収
集
し
記
録
し
た
も
の

で
あ
る
〔
河
内　

一
九
七
八　

ペ
ー
ジ
番
号
な
し
〕。
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「
島
」
の
海
没
伝
承
に
お
け
る
「
神
」
の
意
味



③
大
谷
村
鎮
坐
小
社
戸
島
神
社
祭
神
三
女
神
古
老
傳
往
時
津
野
氏
世
或
時
地
引
網
に
三
箇
同
形
な
る
石
を
引
上
し
が
忽
船
長
高

野
某
に
神
託
あ
り
て
我
は
戸
島
の
神
な
り
海
底
に
あ
る
こ
と
年
月
久
し
今
此
の
網
に
上
る
爾
後
漁
業
を
守
護
す
へ
し
宮
居
を
戸
島

に
作
る
へ
し
と
故
に
彼
島
に
斎
奉
し
か
④
宝
永
四
年
の
津
波
に
宮
居
神
体
と
も
流
出
所
在
を
知
ら
さ
り
し
に
⑤
享
保
十
一
年
丙
午

八
月
本
村
東
瀬
井
の
農
民
五
郎
右
衛
門
な
る
者
卒
然
発
狂
し
て
云
我
は
戸
島
の
神
な
り
我
体
此
湾
所
ニ
あ
り
急
き
戸
島
ニ
送
る
へ

し
と
湾
所
草
荊
中
に
彼
三
石
を
見
得
る
に
及
人
皆
驚
怖
し
同
郡
野
見
村
の
漁
民
に
事
故
を
告
く
漁
民
尋
速
に
同
村
の
山
上
ニ
暫
く

斎
奉
り
幾
程
な
く
戸
島
に
移
し
奉
り
し
が
星
霜
百
四
十
八
ケ
年
に
し
て
⑥
嘉
永
甲
寅
の
津
波
に
宮
居
流
出
す
れ
ど
も
神
体
は
正
し

く
其
地
に
留
在
せ
り
又
①
一
古
書
に
曰
（
前
畧
）
須
崎
と
申
由
又
此
港
の
左
右
を
神
か
小
濱
と
申
此
湊
の
沖
ニ
神
の
小
島
と
て
沖

の
島
中
の
島
戸
島
と
云
三
ツ
の
島
あ
り
皇
太
神
化
の
三
神
沖
中
戸
を
祭
る
故
ニ
神
の
小
島
と
申
也
国
俗
今
ハ
上カ
ウ

島
と
唱
へ
候
へ
ど

も
実
は
神
が
小
島
ニ
て
候
云
々
（
後
畧
）
土
佐
物
語
曰
（
前
畧
）
又
②
戸
島
と
申
は
今
見
へ
候
ハ
ず
古
老
の
傳
ニ
昔
は
経
島
千
軒

と
申
て
民
家
一
千
餘
軒
立
並
べ
宮
居
も
魏
然
と
し
て
赫
か
せ
給
ひ
け
る
云
々
（
後
畧
）
①
往
昔
ハ
三
女
神
を
三
島
ニ
一
神
づ
つ
斎

ひ
奉
り
し
が
⑦
年
号
支
干
詳
か
な
ら
さ
れ
と
も
戸
島
一
島
へ
合
祭
せ
し
と
思
ハ
る
又
土
佐
物
語
曰
（
前
畧
）
②
神
の
御
議
よ
り
行

に
や
又
ハ
尽
る
時
節
ニ
や
浪
風
も
無
き
に
或
時
此
島
俄
に
動
き
て
海
底
に
沈
没
す
と
云
へ
り
今
も
風
静
ニ
浪
平
々
た
る
時
舟
よ
り

海
底
を
見
れ
ば
家
の
礎
又
は
石
ニ
て
疊
ミ
た
る
井
の
形
な
と
見
へ
候
也
（
後
畧
）
実
に
然
り
是
レ
戸
島
千
軒
の
遺
跡
な
り
と
云
傳

へ
し
に
⑧
嘉
永
（
甲
寅
）
津
波
の
後
は
又
見
る
事
な
し
。〔
松
野
尾　

一
九
七
三　

二
六
九
～
二
七
〇
〕（
番
号
筆
者
）

『
皆
山
集
』
に
は
、
今
ま
で
み
て
き
た
伝
承
の
ほ
と
ん
ど
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
河
内
の
「
解
説
」
に
従
う
な
ら
ば
、
松
野
尾
は

す
で
に
記
さ
れ
た
史
料
を
収
集
し
て
記
録
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
『
皆
山
集
』
に
だ
け
嘉
永

七
年
（
一
八
五
四
）
の
地
震
に
よ
る
津
波
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
松
野
尾
が
直
接
、
嘉
永
七
年
の
地
震
・
津
波
を
直
接
経

験
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
宇
佐
美
龍
夫
に
よ
れ
ば
嘉
永
七
年
十
一
月
四
日
・
五
日
に
続
け
て
Ｍ
八
・
四
の
地
震
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が
あ
り
、
津
波
が
起
き
た
と
い
う
〔
宇
佐
美　

一
九
七
七　

二
二
五
〕。
嘉
永
七
年
の
地
震
に
よ
る
土
佐
で
津
波
に
よ
る
被
害
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
武
者
金
吉
に
よ
る
『
日
本
地
震
史
料
』
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
浦
戸
港
沿
岸
震
浪
記
（
気
象
集
誌
第
七
年
第
四

号
所
載
）」
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
〔
武
者　

一
九
五
一　

四
〇
八
〕。「
浦
戸
港
」
は
現
在
の
高
知
港
の
こ
と
で
あ
る
。
高
知
市

と
「
戸
島
」
の
あ
る
須
崎
市
は
比
較
的
近
い
。「
戸
島
」
に
も
大
き
な
津
波
が
押
し
寄
せ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

と
こ
ろ
で
『
皆
山
集
』
の
記
述
に
は
大
き
な
矛
盾
が
あ
る
。
⑥
と
⑧
で
あ
る
。
⑥
で
は
『
南
路
志
』
の
記
述
内
容
を
踏
襲
し
た

上
で
、
嘉
永
地
震
に
お
い
て
津
波
が
あ
っ
た
が
、「
宮
居
流
出
す
れ
ど
も
神
体
は
正
し
く
其
地
に
留
在
せ
り
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

嘉
永
地
震
で
は
、「
戸
島
」
は
完
全
に
は
海
没
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
⑧
は
、『
名
勝
記
』
の
記
述
を
踏
襲
し
た
形
で
、「
今
も

風
静
ニ
浪
平
々
た
る
時
舟
よ
り
海
底
を
見
れ
ば
家
の
礎
又
は
石
ニ
て
疊
ミ
た
る
井
の
形
な
と
見
へ
候
也
（
後
畧
）
実
に
然
り
是
レ
戸

島
千
軒
の
遺
跡
な
り
と
云
傳
へ
し
に
嘉
永
（
甲
寅
）
津
波
の
後
は
又
見
る
事
な
し
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る

で
あ
ろ
う
か
。
前
の
地
震
に
よ
る
地
殻
変
動
で
「
戸
島
」
が
沈
降
し
、
海
岸
に
あ
っ
た
部
分
が
沈
ん
だ
ま
ま
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

か
。
す
る
と
そ
れ
が
嘉
永
地
震
に
お
け
る
津
波
後
は
さ
ら
に
沈
降
し
、
今
ま
で
水
面
か
ら
覗
き
見
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
が
見
え
な

く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
伝
承
・
伝
説
の
流
動
性
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
つ
ま
り
同
一
地
域
内
の
伝
承
・
伝

説
が
異
な
る
形
で
存
在
す
る
可
能
性
と
、
派
生
し
た
話
し
が
元
の
話
し
と
は
別
に
伝
承
さ
れ
、
伝
承
・
伝
説
が
交
錯
し
た
可
能
性
を

も
示
す
。
そ
れ
は
他
の
資
料
で
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
『
皆
山
集
』
か
ら
、
伝
承
記
録
の
も
う
一
つ
の
意
味
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
代
の
記
録
を
踏
襲
す
る
形
で
記
述
さ

れ
、「
伝
承
」
が
再
生
産
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
恣
意
的
と
も
い
え
る
記
述
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
③
～
⑤
に
お
い
て
は
、

『
南
路
志
』
に
沿
っ
た
形
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
詳
細
に
な
り
、
①
に
は
⑦
の
伝
承
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
一
古
書
に
曰
く
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
⑦
が
記
さ
れ
た
記
録
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
部
分
は
松
野
尾
が
付
加
し
た
も
の
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
く
に
⑦
は
『
名
勝
記
』
以
降
の
記
録
で
あ
る
、「
戸
島
」
に
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
の
話
し
と
整
合
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
書
き

一
三
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加
え
た
も
の
で
は
な
い
か
。

御
神
体
の
石
に
関
す
る
記
述
は
『
南
路
志
』
で
は
、
前
代
の
記
述
を
踏
襲
し
て
い
な
い
。『
淵
岳
志
』『
名
勝
記
』
で
は
、
三
つ
の

島
に
「
神
」
が
祀
ら
れ
て
い
た
が
、『
南
路
志
』
で
は
、
そ
れ
が
「
石
」
と
具
体
化
さ
れ
、
さ
ら
に
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
石

が
御
神
体
と
考
え
ら
れ
る
が
、
神
託
を
す
る
こ
と
で
、
海
底
か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
る
。「
神
」
を
一
島
に
集
中
さ
せ
た
こ
と
は
、「
神
」

の
意
思
の
強
さ
を
集
約
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
『
皆
山
集
』
で
は
、「
三
個
の
同
型
の
石
」
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
松
野
尾
が
①
②
と
整
合
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
作
り
替
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
真
偽
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。
こ
こ
に
伝
承
の
非
整
合
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
方
で
整
合
性
を
持
た
せ
る
よ
う
に
話
し
が
作
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
指
摘
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
語
ら
れ
て
い
く
中
で
、
あ
る
い
は
記
録
か
ら
再
生
産
さ
れ
る
中
で
、「
語
り
」
の
整
合
性
が

も
と
め
ら
れ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
五
）「
戸
島
」
の
海
没
伝
承
と
「
神
」

以
上
の
伝
承
は
、「
戸
島
」
を
め
ぐ
る
海
没
伝
承
で
あ
る
。『
淵
岳
志
』
で
は
三
島
に
「
皇
太
神
」
が
祀
ら
れ
「
神
カ
小
島
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
と
あ
る
だ
け
だ
が
、『
名
勝
記
』
で
は
そ
の
中
の
「
遍
島
」
が
海
没
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
『
南
路
志
』

の
伝
承
は
、
あ
く
ま
で
も
「
神
の
示
現
伝
承
」
で
あ
り
、
伝
承
も
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
南
路

志
』
で
は
「
神
の
示
現
」
を
表
す
た
め
に
、「
戸
島
」
を
海
没
さ
せ
た
よ
う
に
も
読
め
る
。
逆
に
見
る
な
ら
ば
、
度
々
お
こ
る
「
戸

島
」
の
海
没
が
、「
神
の
示
現
」
の
伝
承
を
そ
の
度
に
再
生
産
し
た
と
も
い
え
な
く
も
な
い
。

『
南
路
志
』
の
「
神
母
大
明
神
」
の
項
に
は
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。「
先
祖
戸
嶋
よ
り
東
勢
井
へ
白
鳳
年
中
大
変
大
潮
ニ
流
上

り
住
居
仕
氏
神
之
由
。
右
之
処
住
居
に
不
宜
と
申
、
野
見
浦
へ
引
越
申
由
。
則
水
主
屋
敷
四
反
十
代
余
、
本
田
、
今
に
当
浦
ニ
支
配

也
。」〔
武
藤　

一
九
九
一　

二
三
八
〕。「
白
鳳
年
中
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
白
鳳
地
震
の
際
の
出
来
事
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
東
勢
井
」
は
「
戸
島
」
の
対
岸
に
あ
る
地
名
で
あ
る
。
宇
佐
美
龍
夫
の
『
大
地
震
』
に
よ
る
と
、
白
鳳
十
二
年
（
六
八
四
）
の
地
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震
は
、「
土
佐
そ
の
他
南
海
東
海
西
海
諸
道
」
で
発
生
し
た
も
の
で
あ
り
、「
山
崩
れ
、
河
湧
き
、
家
屋
社
寺
の
破
壊
、
人
畜
の
死
傷

多
く
、
津
波
襲
来
、
土
佐
の
舟
多
数
沈
没
、
土
佐
で
田
苑
約
12
㎢
海
中
に
沈
む
」
と
あ
る
〔
宇
佐
美　

一
九
七
七　

二
三
八
〕。
白

鳳
地
震
で
土
佐
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
白
鳳
地
震
と
は
、『
日
本
書
紀
』
の
天
武
天
皇
十
三
年
十
月
に
お
き
た
地
震
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。『
日
本
書
紀
』
の
当
該
地
震
に
お
け
る
土
佐
に
つ
い
て
の
記
述
を
見
る
と
、「
壬
辰
。
逮
テ二

干
人
定　
一

大
地
震
。〈
中
略
〉

土
佐
國
ノ

田
苑
五
十
餘
萬
頃
。
没
爲　
レ

海
。
古
老
曰
。
若　
レ

是
地
動
未
曾
有
也
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
黒
坂
編　

一
九
五
八　

三
七
三
〕。
さ
ら
に
、
翌
十
一
月
に
は
「
土
佐
国
司
言
。
大
潮
高
騰
。
海
水
飄
蕩
。
由
テレ

是
ニ

運　
レ

調
船
多
放
失
焉
。」
と
も
あ
る
〔
黒

坂
編　

一
九
五
八　

三
七
四
〕。
土
佐
国
司
が
津
波
に
よ
っ
て
税
を
運
ぶ
船
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
高
知
県
沿
岸
部
は
古
代
に
大
き
な
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
。
そ
れ
が
伝
承
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
被

害
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、『
南
路
志
』「
須
崎
村
」
の
項
に
採
録
さ
れ
て
い
る
「
宝
永
四
年
丁

亥
年
十
月
四
日
須
崎
地
震
記
」
の
冒
頭
に
は
、「
往
古
天
武
天
皇
の
御
宇
、
白
鳳
十
二
年
甲
申
十
月
四
日
、
大
地
震
の
後
当
国
大
潮

入
り
、
人
家
は
い
ふ
に
足
ら
す
田
地
大
変
流
失
す
る
由
古
記
に
見
ゆ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
〔
武
藤　

一
九
九
一　

二
三
九
〕、『
南
路

志
』
に
お
い
て
『
日
本
書
紀
』
が
参
考
に
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
淵
岳
志
』
に
も
「
地
震
」
の
項
目
が
あ
り
、
や
は
り
白
鳳
地

震
に
つ
い
て
の
記
録
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
日
本
書
紀
ニ
天
武
白
鳳
十
三
年
甲
申
、
土
佐
國
五
十
万
項マ
マ

没
為
海
。
古
老
曰
、
若
是
地

動
未
曾
有
也
。
今
海
ノ
地
ニ
近
キ
所
ハ
浅
ク
外
ハ
深
シ
、
海
ノ
浅
深
遠
近
ア
リ
。
盖
シ
カ
ヤ
ウ
ノ
事
テ
モ
見
ル
ヘ
シ
。」〔
植
木　

二
〇
〇
六　

一
六
八
〕。『
日
本
書
紀
』
の
記
録
と
し
な
が
ら
も
、「
古
老
曰
」
と
し
て
、
そ
れ
が
「
未
曾
有
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
。「
古
老
曰
」
以
後
の
一
文
は
、
千
年
以
上
も
昔
の
出
来
事
を
伝
え
て
い
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
白
鳳
地
震
に
お
け
る
津
波
の

イ
ン
パ
ク
ト
は
相
当
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
古
老
曰
」
が
事
実
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、『
日
本

書
紀
』
の
記
録
だ
け
で
は
な
く
、「
伝
承
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
古
老
が
語
っ
た
も
の
が
白
鳳
地

震
の
こ
と
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
白
鳳
地
震
か
ら
慶
長
地
震
ま
で
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す

一
五

「
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」
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海
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伝
承
に
お
け
る
「
神
」
の
意
味



る
地
震
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
。

『
南
路
志
』
の
「
鎮
海
山
江
雲
寺
」
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。「
寺
記
曰
、
当
寺
ハ
往
古
江
雲
菴
ト
地
検
帖
ニ
出　

○
十
一
面
観
音
堂　

宝
永
四
年
大
変
ニ
、
当
村
之
内
戸
嶋
と
申
所
ゟ
浪
ニ
漂
来
る
。
其
大
変
以
前
ハ
戸
嶋
の
人
家
千
軒
も
有
之
、
今

ニ
戸
嶋
千
軒
と
云
傳
。」〔
武
藤　

一
九
九
一　

二
三
八
～
二
三
九
〕。
内
容
は
宝
永
地
震
・
津
波
の
こ
と
で
あ
る
が
、「
鎮
海
山
江
雲

寺
」
の
、「
鎮
海
山
」
と
の
山
号
は
示
唆
的
で
あ
る
。
津
波
の
被
害
が
多
か
っ
た
た
め
に
「
鎮
海
」
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
こ
の
文
章
で
も
「
戸
島
」
が
「
人
家
千
軒
」
も
あ
っ
た
と
さ
れ
、「
遍
島
千
軒
」「
神
島
千
軒
」
と
同
様
に
、
栄
え
て
い
た
こ
と
を

表
す
語
句
が
み
ら
れ
る
。
な
お
、
野
見
は
野
見
湾
を
取
り
巻
く
半
島
の
一
部
と
そ
の
向
い
に
あ
る
東
勢
井
に
隣
接
す
る
地
域
で
あ
る

が
、
江
雲
寺
は
東
勢
井
側
の
野
見
に
現
存
す
る
。

以
上
の
資
料
か
ら
、「
戸
島
」
は
津
波
に
よ
る
一
時
的
な
海
没
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
遍
島

千
軒
」「
神
島
千
軒
」
と
い
う
大
袈
裟
な
修
辞
が
用
い
ら
れ
、
い
か
に
栄
え
て
い
た
か
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
修
辞
が
大
袈
裟
で

あ
る
に
し
て
も
、
漁
業
基
地
と
し
て
、
か
な
り
の
賑
わ
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
戸
島
」
の
海
没
、
つ
ま
り
津
波
に
よ
る
人
的

被
害
は
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
に
と
っ
て
は
深
刻
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
ま
さ
に
脅
威
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
「
鎮

海
」
と
の
山
号
が
つ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、「
戸
島
」
を
め
ぐ
る
海
没
伝
承
・
伝
説
の
形
成
の
背
景
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
み
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
も
と
も
と
「
神
の
島
」
と
し
て
の
信
仰
を
持
っ
て
い
た
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、
津
波
と
い
う
脅
威
を
も
た
ら
し
た
の
は
、

「
神
」
そ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
こ
に
高
麗
島
や
お
亀
磯
の
伝
説
の
よ
う
な
、「
顔
が
赤
く
な
っ
た
と
き
」
と
い
う
よ
う

な
予
兆
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
島
の
海
没
と
い
う
現
象
は
予
め
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
想
定
外
の
で
き
ご
と
と
な
る
。
さ
ら
に
こ
の

津
波
に
よ
り
「
神
」
は
流
出
し
て
し
ま
う
が
、「
神
の
島
」
に
と
っ
て
は
大
問
題
で
あ
っ
た
。「
神
」
が
い
て
か
ら
こ
そ
の
「
神
の
島
」

で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
島
が
回
復
す
る
た
め
に
は
、「
神
」
の
示
現
が
必
要
で
あ
っ
た
。「
神
」
の
示
現
は
災
害
の
確
か
ら
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し
さ
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
こ
の
示
現
は
、
漁
師
の
網
や
船
頭
と
の
関
わ
り
の
中
で
語
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
漁
民
の
信

仰
を
背
景
に
具
体
性
を
持
っ
た
土
着
的
な
伝
説
が
形
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
に
伝
承
の
史
実
性
を
高
め
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　三
、
冠
島
と
「
神
」
と
の
関
係

や
は
り
、
現
存
す
る
が
、「
古
代
」
に
海
没
し
た
と
の
伝
承
を
持
つ
島
と
し
て
、
京
都
府
舞
鶴
市
に
位
置
す
る
「
冠
島
」
が
あ
げ

ら
れ
る
。「
冠
島
」
の
海
没
は
、「
丹
後
風
土
記
残
缺
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
金
田
久
璋
は
「
津
波
伝
承
論
ノ
ー
ト
」
で
、
こ
れ
を
江

戸
時
代
の
偽
書
と
す
る
〔
金
田　

二
〇
一
一　

七
六
〕。
確
か
に
「
丹
後
風
土
記
残
缺
」
の
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
。「
丹
後
風
土

記
残
缺
」（
以
下
「
残
缺
」）
は
永
（
長
）
濱
宇
平
編
集
に
よ
る
「
丹
後
史
料
叢
書
」
に
採
録
さ
れ
て
お
り
、
永
濱
は
次
の
よ
う
な
一

文
を
載
せ
て
い
る
。

丹
後
風
土
記
の
編
纂
は
遠
く
奈
良
朝
の
和
銅
六
年
に
濫
觴
し
平
安
朝
の
延
長
五
年
十
一
月
に
勘
進
せ
ら
れ
し
を
い
ふ
も
其
の
本

何
山
れ
に
か
散
逸
し
て
今
傳
は
ら
ず
、
僅
か
に
蠧
殘
燼
餘
の
加
佐
郡
の
一
部
の
み
京
師
白
川
家
に
あ
り
し
を
室
町
中
期
に
丹
後
一

宮
籠
神
社
に
僧
智
海
僧
都
の
臨
寫
せ
る
も
の
即
ち
此
の
丹
後
風
土
記
殘
缺
な
り
。
由
来
諸
國
風
土
記
の
今
日
に
傳
は
る
も
の
晨
星

よ
り
も
寥
々
た
り
假
令
一
部
分
た
り
と
雖
も
丹
後
の
之
を
傳
ふ
る
に
洵
に
至
幸
と
い
ふ
べ
く
、
最
も
該
風
土
記
に
就
て
は
式
は
偽

風
土
記
な
り
と
の
異
説
な
き
に
非
ざ
る
も
蓋
し
尚
ほ
史
料
た
る
を
失
は
ざ
る
べ
し
。
即
ち
丹
後
史
料
叢
書
の
劈
頭
に
収
む
。

大
正
十
五
年
十
二
月　
　

永
濱
宇
平
〔
永
（
長
）
濱　

一
九
七
二　

一
二
〕

　

一
七

「
島
」
の
海
没
伝
承
に
お
け
る
「
神
」
の
意
味



「
丹
後
史
料
叢
書
」
に
採
録
す
る
時
点
で
、
す
で
に
「
偽
書
」
と
の
説
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、「
偽
書
」
は
、
実
際

の
『
風
土
記
』
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
永
濱
は
「
偽
風
土
記
な
り
と
の
異
説
な
き
に
非
ざ
る
も
蓋
し
尚
ほ
史
料
た
る
を

失
は
ざ
る
べ
し
」
と
述
べ
る
。
本
論
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
奈
良
時
代
の
『
風
土
記
』
の
一
部
で
あ
る
か
を
問
題
と
す
る
も
の
で
は

な
く
、
偽
書
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
書
か
れ
た
時
代
に
記
述
内
容
の
伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
に
意
味
を
乱
す
。「
加
佐
郡
の
一
部
の
み

京
師
白
川
家
に
あ
り
し
を
室
町
中
期
に
丹
後
一
宮
籠
神
社
に
僧
智
海
僧
都
の
臨
寫
せ
る
も
の
」
と
あ
り
、
奥
書
に
は
「
大
聖
陀
智
海

寫
長
亨
戊
申
年
九
月
十
日
」
と
の
日
付
が
あ
る
。
長
亨
戊
申
年
と
は
、
長
亨
二
年
（
一
四
八
八
）
で
あ
る
。
た
だ
し
本
史
料
は
書
写

さ
れ
た
も
の
で
、
奥
書
の
最
後
は
「
右
一
巻
者
中
院
前
權
中
納
言
通
勝
卿
眞
筆
之
寫
本
上
加
茂
神
主
松
下
氏
珍
藏
請
懇
寫
之
畢
」
と

あ
り
、「
寶
永　
己丑　
十
一
月
」
と
あ
る
、
宝
永
己
丑
年
は
一
七
〇
九
年
で
あ
る
の
で
実
際
に
は
江
戸
時
代
の
史
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

た
と
え
「
殘
缺
」
が
「
偽
書
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
室
町
中
期
か
ら
江
戸
時
代
後
期
に
は
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ

り
は
な
く
、「
島
」
の
海
没
の
伝
承
・
伝
説
と
し
て
の
価
値
を
損
な
う
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。「
殘
缺
」
で
は
「
冠
島
」
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
凡
海
郷
」
の
項
で
あ
る
。
た
だ
し
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、「
偽
書
」
で
あ
る
こ
と
を

前
提
に
し
て
み
る
に
し
て
も
、「
殘
缺
」
自
体
が
『
風
土
記
』
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
に
、
恣
意
的
な
記
述
が
な
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
凡
海
郷

　凡
海
郷
者
在
往
昔
去
去
此
田
邊
郷
萬
代
濱
四
十
三
里
（
三
字
虫
食
）
三
拾
五
里
二
歩
四
面
皆
蜀
　
レ

海
壹
之
大
島
也
所
　
三

以
稱
　
二

其

凡
海
　
一

者
（
三
字
虫
食
）
曰
往
昔
治
　
二

天
下
　
一

當
大
穴
（
七
字
虫
食
）
到
　
二

坐
テ
此
地
　
一

之
時
　
上

引
　
二

集
海
中
（
三
字
虫
食
）
小
島
（
三

字
虫
食
）
凡
務
以
成
壹
故
云
凡
海
矣
（
三
字
虫
食
）
寶
元
年
三
月
己
亥
地
震
　
三

曰
不
　
レ

巳
此
郷
一
夜
蒼
（
四
字
虫
食
）
海
漸
續
郷

中
之
高
山
ニ
峯
與
　
二

立
神
官
　
一

出
　
二

海
上
　
一

今
號
　
二

常
世
島
　
一

亦
俗
稱
　
二

男
島
女
島
　
一

毎
島
有
　
二

祝
詞
　
一

所
祭
者
天
火
明
神
與
　
二

日
子
部
女
神
　
一

也
是
海
部
直
竝
凡
海
連
達
等
所
　
三

以
齊
　
二

祖
神
　
一

也
（
以
下
八
行
虫
食
）〔
永
（
長
）
濱
編

　一
九
七
二

　「残
缼
」
一
〇
〕
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虫
食
い
の
部
分
が
多
く
、
不
明
な
点
も
多
い
が
、
ま
ず
「（
三
字
虫
食
）
寶
元
年
三
月
己
亥
」
と
は
具
体
的
に
何
年
の
こ
と
か
。

「
寶
元
年
」
に
重
点
を
お
け
ば
、
大
寶
元
年
（
文
武
五
年
、
七
〇
一
）
と
考
え
ら
れ
る
。『
續
日
本
紀
』
の
文
武
天
皇
の
大
寶
元
年

三
月
廿
六
日
に
「
己
亥
。
丹
後
ノ

国
地
震
三
日
。」
と
の
記
述
が
あ
り
〔
黒
坂
編　

一
九
五
八　

一
〇
〕、「
殘
缺
」
の
内
容
と
符
合
す

る
。
た
だ
し
、『
續
日
本
紀
』
に
つ
い
て
の
記
述
は
以
上
だ
け
で
あ
り
、
被
害
状
況
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
い
。

虫
食
が
多
く
て
、
理
解
の
妨
げ
に
な
る
が
、
わ
か
る
限
り
読
み
と
る
な
ら
ば
、
も
と
は
大
島
で
あ
っ
た
が
、（
大
）
宝
三
年
の

地
震
・
津
波
で
海
没
し
、
沈
ま
ず
に
残
っ
た
山
峰
が
島
と
な
り
、
そ
こ
に
「
神
」
が
降
臨
し
た
。
そ
れ
が
今
は
「
常
世
島
」
と
呼

ば
れ
、「
男
島
・
女
島
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
島
々
に
「
神
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
海
部
直
」
や
「
海
連
」

の
祖
神
で
あ
る
と
の
内
容
で
あ
る
。
後
に
紹
介
す
る
が
、
こ
の
「
男
島
・
女
島
」
が
現
在
の
「
冠
島
・
沓
島
」
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で

興
味
深
い
の
は
、
島
が
完
全
に
海
没
し
た
も
の
で
は
な
い
と
（
高
い
山
峰
が
二
つ
の
島
と
な
っ
た
）、
続
い
て
各
々
の
島
に
「
神
」

が
降
臨
し
、
そ
の
「
神
」
が
、「
海
部
直
」
や
「
海
連
」
の
祖
と
さ
れ
、
そ
の
島
が
「
常
世
島
」
と
称
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
海
部
直
」
や
「
海
連
」
と
は
ど
の
よ
う
な
者
た
ち
で
あ
ろ
う
か
。『
宮
津
市
史　

通
史
編　

上
巻
』
に
は
、「
奈
良
時

代
以
降
の
史
料
で
は
あ
る
が
、
海
部
直
や
海
直
が
与
謝
郡
の
郡
司
や
式
内
大
社
籠
神
社
の
祝
と
し
て
み
え
」
と
あ
る
〔
宮
津
市
史
編

さ
ん
委
員
会　

二
〇
〇
二　

一
八
七
〕。
金
久
与
市
は
、
籠
神
社
の
海
部
宮
司
家
が
、
平
成
四
年
三
月
に
公
表
し
た
『
海
部
氏
勘

注
系
図
』
の
全
文
を
分
析
し
、
古
代
遺
跡
を
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、『
古
代
海
部
氏
の
系
図
〈
新
版
〉』
を
著
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
と
し
て
「
日
本
海
側
沿
岸
の
古
代
丹
波
国
（
丹
後
・
但
馬
）
の
古
代
遺
跡
を
概
観
し
て
き
た
が
、
こ
う
し
て
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、

こ
の
地
に
住
み
、
開
拓
し
、
定
住
し
た
初
め
の
日
本
人
は
、
や
は
り
海
洋
民
を
中
心
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。」
と
指
摘
し
て
い

　凡
海
郷
者
在
往
昔
去
去
此
田
邊
郷
萬
代
濱
四
十
三
里
（
三
字
虫
食
）
三
拾
五
里
二
歩
四
面
皆
蜀
　
レ

海
壹
之
大
島
也
所
　
三

以
稱
　
二

其

凡
海
　
一

者
（
三
字
虫
食
）
曰
往
昔
治
　
二

天
下
　
一

當
大
穴
（
七
字
虫
食
）
到
　
二

坐
テ
此
地
　
一

之
時
　
上

引
　
二

集
海
中
（
三
字
虫
食
）
小
島
（
三

字
虫
食
）
凡
務
以
成
壹
故
云
凡
海
矣
（
三
字
虫
食
）
寶
元
年
三
月
己
亥
地
震
　
三

曰
不
　
レ

巳
此
郷
一
夜
蒼
（
四
字
虫
食
）
海
漸
續
郷

中
之
高
山
ニ
峯
與
　
二

立
神
官
　
一

出
　
二

海
上
　
一

今
號
　
二

常
世
島
　
一

亦
俗
稱
　
二

男
島
女
島
　
一

毎
島
有
　
二

祝
詞
　
一

所
祭
者
天
火
明
神
與
　
二

日
子
部
女
神
　
一

也
是
海
部
直
竝
凡
海
連
達
等
所
　
三

以
齊
　
二

祖
神
　
一

也
（
以
下
八
行
虫
食
）〔
永
（
長
）
濱
編

　一
九
七
二

　「残
缼
」
一
〇
〕一

九

「
島
」
の
海
没
伝
承
に
お
け
る
「
神
」
の
意
味



る
〔
金
久　

一
九
九
九　

四
九
〕。
こ
れ
ら
に
従
う
な
ら
ば
、「
男
島
・
女
島
」
は
こ
の
辺
り
一
帯
で
活
動
し
て
い
た
海
洋
民
の
神
を

祀
る
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
古
代
に
お
い
て
、
こ
の
地
で
活
動
し
て
い
た
海
洋
民
の
中
心
が
「
海
部
直
」「
海

連
（
直
）」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。
同
書
が
「
偽
書
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
記
述
さ
れ
た
時
代
に
は
、「
冠
島
」

が
海
部
氏
を
中
心
と
し
た
海
洋
民
の
拠
点
で
あ
っ
た
記
憶
に
基
づ
く
記
述
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
「
丹
後
舊
事
記
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
や
は
り
『
丹
後
史
料
叢
書
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
〔
永
濱
編　

一
九
七
二
〕。
書

の
最
後
に
「
國
康
曰
、
此
書
峯
山
其
白
堂
信
吉
七
十
有
餘
歳
撰
之
、
古
丹
後
舊
事
記
一
冊
有
、
誰
人
之
選
云
知
、
其
白
其
書
補
爲

十
冊
有
、
誰
人
之
選
云
不
知
、」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
其
白　

天
明
中
撰
之
、
國
康　

文
化
七
年
改
正
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
小

松　

一
九
七
二　
「
舊
事
記
」
一
六
五
〕。
永
濱
宇
平
に
よ
る
と
、
其
白
堂
信
佶
が
丹
後
の
歴
史
に
つ
い
て
編
纂
し
た
も
の
を
、
小

松
國
康
が
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
ま
で
に
、
校
閲
し
て
再
編
集
し
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
〔
永
濱　

一
九
七
二　
「
舊
事
記
」

一
六
五
〕。
永
濱
の
自
序
に
は
「
大
正
十
五
年
」
と
あ
る
〔
永
濱　

一
九
七
二　
「
舊
事
記
」
一
六
六
〕。
天
明
年
中
（
一
七
八
一
～

一
七
八
八
）
に
書
か
れ
た
も
の
が
文
化
七
年
に
編
集
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
丹
後
舊
事
記
」
は
江
戸
時
代
半
ば
か
ら
後
半
に
か

け
て
の
記
録
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
の
「
卷
之
六　

名
所
之
部
」
に
「
小
島
」
と
の
項
が
あ
る
。

　

陰
陽
の
二
島
是
な
り
俗
に
冠
島
沓
島
又
釣
鐘
島
棒
島
と
も
云
又
陽
島
の
方
を
男
烏
島
、
陰
の
島
を
女
烏
島
と
云
形
鶺
鴒
に
似
た

り
此
島
陰
陽
の
二
柱
の
神
天
降
り
玉
ひ
荒
海
大
神
と
云
此
九
世
戸
文
殊
堂
縁
起
に
出
た
り
伊
根
よ
り
三
里
の
海
上
也
。
加
佐
郡

の
大
川
大
明
神
も
此
島
よ
り
迎
祭
し
事
彼
宮
の
傳
記
に
委
く
泊
の
浦
も
同
じ
伊
根
郷
な
れ
ば
歌
に
も
詠
合
す
る
な
り
。〔
小
松　

一
九
七
二　
「
舊
事
記
」
一
〇
一
〕

　
こ
れ
に
よ
る
と
「
殘
缺
」
に
あ
る
「
男
島
・
女
島
」
は
現
在
の
「
冠
島
・
沓
島
」
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
島
に
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は
「
二
柱
の
神
天
降
り
玉
ひ
」
た
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
天
明
年
間
に
は
、「
殘
缺
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
島
」
に
「
神
」
が
降
臨

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
「
加
佐
郡
の
大
川
大
明
神
も
此
島
よ
り
迎
祭
し
事
彼
宮
の
傳
記
に
委
く
」
と

の
文
章
か
ら
、「
神
の
島
」
と
し
て
の
伝
説
が
実
際
に
存
在
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。「
神
」
の
降
臨
に
よ
っ
て
「
神
の
島
」
と
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
『
加
佐
郡
誌
』
の
「
冠
島
」
の
項
の
後
半
部
分
に
興
味
深
い
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　

尚
本
島
に
は
、
老
人
大
明
神
の
祠
が
あ
つ
て
漁
夫
の
尊
祟
が
甚
だ
篤
い
。
そ
れ
で
毎
年
の
陰
暦
五
月
五
日
の
例
祭
に
は
非
常
な

賑
ひ
を
呈
す
る
。
其
の
日
に
は
舞
鶴
か
ら
吉
原
の
漁
夫
が
競
舟
と
稱
す
る
漁
船
の
競
漕
を
催
ほ
す
古
習
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
選
手

の
者
が
其
の
日
に
吉
原
を
出
て
此
の
島
に
渡
り
、
終
夜
近
海
で
漁
撈
し
た
上
翌
朝
は
身
を
潔
め
て
神
に
祈
り
を
捧
げ
、
櫓
一
挺
に

櫂
八
本
の
漁
船
に
二
甑
隻
に
組
を
別
け
、
正
午
一
齊
に
纜
鱷
を
解
い
て
十
八
海
里
の
海
上
を
腕
を
限
り
に
競
漕
し
て
舞
鶴
に
歸
へ

る
の
で
あ
る
。〔
京
都
府
教
育
会
加
佐
郡
部
会　

一
九
七
二　

一
八
七
〕

　『
加
佐
郡
誌
』
は
、
折
田
有
彦
の
「
序
」
に
よ
る
と
、
加
佐
郡
の
教
育
部
会
が
「
郡
誌
編
纂
の
擧
を
企
圖
し
爾
來
孜
々
材
料
の
蒐

集
事
實
の
精
査
に
従
事
し
」
た
も
の
で
あ
り
、「
大
正
四
年
二
月
二
十
七
日
」
付
と
な
っ
て
い
る
〔
折
田　

一
九
七
二　

ペ
ー
ジ
番

号
な
し
〕。
こ
れ
を
「
大
正
十
四
年
一
月
二
十
五
日
」
付
で
「
京
都
府
加
佐
郡
長　

大
塲
義
衛
」
が
、
大
正
四
年
に
頒
布
し
た
。
大

塲
は
「
其
の
完
璧
を
期
し
て
特
に
委
員
を
設
け
、
探
究
の
嚴
密
、
研
鑚
の
精
到
を
蓋
し
、
歳
月
を
累
ね
て
漸
く
補
綴
改
訂
を
了
へ
、

茲
に
其
の
再
刊
を
見
る
に
至
れ
り
。」
と
記
し
て
い
る
〔
大
塲　

一
九
七
二　

ペ
ー
ジ
番
号
な
し
〕。
こ
の
こ
と
か
ら
『
加
佐
郡
誌
』

の
内
容
は
明
治
後
期
～
大
正
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

「
冠
島
」
に
は
「
老
人
大
明
神
」
が
祀
ら
れ
、
漁
民
の
崇
敬
が
篤
い
と
あ
る
。
そ
し
て
「
競
漕
」
が
行
な
わ
れ
る
。『
加
佐
郡
誌
』

の
記
述
は
こ
の
「
競
漕
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、「
終
夜
近
海
で
漁
撈
し
た
上
翌
朝
は
身
を
潔
め
て
神
に
祈
り
を
捧
げ
」
て
い

二
一

「
島
」
の
海
没
伝
承
に
お
け
る
「
神
」
の
意
味



る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
島
」
が
漁
猟
に
関
す
る
「
神
」
の
島
と
し
て
、
大
正
時
代
ま
で
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
記
述
の
先
後

性
を
重
視
す
る
な
ら
ば
「
殘
缼
」
で
は
、
地
震
で
大
き
な
島
が
沈
ん
で
、
高
か
っ
た
部
分
が
海
上
に
残
り
、
そ
こ
に
神
が
降
り
立

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
島
が
「
常
世
島
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
殘
缺
」
に
「
今
號
」

と
の
文
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
「
常
世
島
」
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
が
、
神
の
降
臨
を
経
る
こ
と
、
つ
ま
り

「
神
」
の
島
と
し
て
の
認
識
が
広
が
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
観
念
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
常
世
」
が
先
祖
神
の
存
在
が
強
く
意
識
さ
れ
た
「
異
界
」
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
す
る
と
、
解
釈
上
は
、
降
り
立

っ
た
神
は
先
祖
神
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。「
殘
缼
」
に
従
え
ば
、
そ
れ
は
「
海
部
直
」
や
「
海
連
」
の
先

祖
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
一
般
の
「
常
世
」
で
は
な
く
、
特
定
氏
の
「
常
世
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
金
子
に
従
い
、
こ
こ
に
海
洋
民
の
存
在
を
捉
え
る
な
ら
ば
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
海
部
氏
の
先

祖
を
祀
る
「
常
世
」
が
創
生
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
海
部
氏
が
勢
力
を
伸
張
す
る
に
あ
た
り
、
自
ら
の
始
祖
を
海
没
と
い
う

怪
異
伝
承
を
持
つ
島
に
も
と
め
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
に
氏
の
始
祖
の
優
位
性
を
「
神
」
に
も
と
め
た
氏
が
、「
神
」
の
霊

威
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
怪
異
を
利
用
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
海
部
氏
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
さ
ら
に
高
め

る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
『
加
佐
郡
誌
』
で
は
、
こ
の
神
は
「
老
人
大
明
神
」
と
さ
れ
、
漁
夫
の
信
仰
が
篤
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
老
人
大
明

神
」
の
意
味
は
わ
か
ら
な
い
が
、
漁
民
の
信
仰
対
象
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
金
子
の
い
う
海
洋
民
の
具
体

像
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
中
に
は
漁
民
は
当
然
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
。『
加
佐
郡
誌
』
が
成
立
し
た
年
代
を
鑑
み
る
に
、
海
洋
民
は

漁
民
お
よ
び
海
上
交
通
従
事
者
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
の
中
心
に
い
た
の
が
海
部
氏
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
漁
民
の
神
と

し
て
の
性
格
が
得
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。「
冠
島
」
の
伝
承
を
時
系
列
的
に
並
べ
る
と
「
地
震
→
海
没
（
一
部
地
盤
沈
下
）
→
神

の
降
臨
→
常
世
島
と
し
て
認
識
→
漁
民
の
信
仰
」
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
で
は
「
神
」
は
守
護
神
的
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存
在
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、「
島
」
の
沈
降
を
前
提
と
し
た
伝
説
と
な
っ
て
い
る
点

で
「
戸
島
」
の
伝
説
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　四
、「
神
島
」
と
「
お
亀
磯
」

三
重
県
沖
に
「
鯛
の
島
」
の
海
没
伝
承
が
あ
る
。「
鯛
の
島
」
が
海
没
す
る
以
前
に
、「
神
島
」
の
一
部
が
陥
没
し
て
、
一
つ
の
島

に
な
っ
た
と
の
伝
承
が
あ
る
。「
鯛
の
島
」
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
曽
我
部
市
太
に
よ
る
『
鳥
羽
誌
』
に
「
鯛
島
礁
」
の
項
目
に
み

え
る
。
そ
の
伝
承
に
つ
い
て
は
別
稿
で
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
要
点
の
み
を
記
す
。「
神
島
の
沖
に
、
今
は
沈
ん
で
し
ま

っ
た
が
、
大
き
な
島
が
あ
っ
た
が
、
神
島
と
陸
続
き
で
あ
っ
た
が
、
か
つ
て
の
津
波
に
よ
っ
て
孤
島
と
な
っ
て
し
ま
い
、
絶
の
島
と

呼
ば
れ
て
い
た
が
、
鯛
が
多
く
獲
れ
る
こ
と
か
ら
鯛
の
島
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
〔
曽
我
部　

一
九
七
五　

一
二
九
〕。「
凡
例
」
に
は
、「
本
書
の
材
料
は
、
各
町
村
よ
り
塊
集
す
る
も
の
あ
れ
ど
、
其
多
く
は
編
者
の
實
地
調
査
に
係
る
を
以
て
、

其
記
事
や
専
ら
正
確
摯
實
を
主
と
し
、
徒
に
誇
張
の
文
辭
を
弄
せ
ず
。」
と
あ
り
〔
曽
我
部　

一
九
七
五　

頁
番
号
な
し
〕、
曽
我
部

の
こ
の
言
葉
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
伝
承
は
『
鳥
羽
誌
』
が
書
か
れ
た
頃
に
実
際
に
語
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
問

題
と
し
た
い
の
は
、「
鯛
の
島
」
が
「
神
島
」
と
繋
が
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
曽
我
部
の
記
述
か
ら
は
、
絶
の
島
が
孤
島

と
な
っ
た
原
因
と
な
る
津
波
は
「
神
」
と
の
関
係
の
中
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、「
鯛
の
島
」
陥
没
の
説
明
と
し
て
、「
神
」

と
の
関
係
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

三
重
大
学
を
中
心
と
す
る
、「
神
島
沖
遺
構
学
術
調
査
隊
」
に
よ
る
潜
水
調
査
が
行
わ
れ
、
地
質
学
の
立
場
か
ら
、
金
折
裕
司

は
「
三
つ
の
沈
島
伝
説
と
伊
勢
湾
断
層
の
活
動
」
の
中
で
、「
瓦
の
破
片
や
人
工
物
の
可
能
性
の
高
い
石
積
み
が
発
見
さ
れ
、
鯛
の

島
が
実
在
し
た
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
」
と
指
摘
し
た
〔
金
折　

一
九
九
九　

三
三
二
〕。
そ
し
て
こ
の
海
没
は
「
津
波
を
伴
っ
た

二
三
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島
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海
洋
性
地
震
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。」
と
い
う
〔
金
折　

一
九
九
九　

三
三
二
〕。
こ
の
調
査
に
よ
り
、
島
の
陥
没
が
歴
史
的
事

実
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
た
だ
し
「
鯛
の
島
」
が
実
際
に
「
神
島
」
と
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
ま
で
に
は
至
っ
て
な
い

が
、
伝
承
と
し
て
「
神
島
の
一
部
で
あ
っ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
鯛
の
島
」
海
没
伝
承
の
生
成
が
、
実
は
「
神
島
」
の

伝
承
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
「
神
」
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
「
鯛
の
島
」
の
伝
承
が

成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
史
実
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
史
実
性
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
現
代
の
科
学
で
あ
り
、
語
り
継
い
で
き

た
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
目
の
前
は
海
で
あ
り
、
伝
承
と
い
う
形
に
よ
る
曖
昧
な
「
記
憶
」
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
こ

と
を
強
調
す
る
た
め
に
、「
神
」
の
存
在
が
持
ち
出
さ
れ
、
も
と
も
と
伊
勢
神
宮
と
の
関
係
が
深
い
「
神
島
」
と
の
関
係
性
が
強
調

さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
に
お
い
て
「
戸
島
」
の
伝
承
と
通
じ
る
所
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
神
島
」
に
関
し
て
、
さ
ら
に
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。
井
坂
丹
羽
太
郎
が
編
輯
し
た
『
志
摩
國
舊
地
考
』
に

そ
の
記
述
は
あ
る
。
井
坂
は
「
題
言
」
の
中
で
、「
此
書
ハ
志
摩
國
ノ
疆
界
郡
郷
村
ノ
各
地
名
稱
等
古
今
沿
革
ヲ
知
ル
ニ
便
ア
ラ
シ

メ
ム
ト
テ
著
ス
。〈
中
略
〉
古
今
ノ
諸
書
歌
文
券マ
マ

等
ニ
見
エ
タ
ル
モ
ノ
愚
管
ノ
及
ブ
所
ヲ
輯
録
ス
」
と
記
述
し
た
と
あ
り
〔
井
坂　

一
九
七
五　

二
四
五
〕、『
志
摩
國
舊
地
考
』
は
井
坂
に
よ
る
実
地
調
査
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
古
文
献
を
整
理
す
る
形
で
編
集
さ

れ
た
。「
題
言
」
に
は
「
明
治
九
年
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
一
八
七
六
年
に
は
完
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
志
摩
國
舊
地
考
』
は

そ
れ
ま
で
に
井
坂
が
入
手
し
た
資
料
を
ま
と
め
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
問
題
は
、
井
坂
が
着
目
し
た
「
神
島
」
の

別
称
で
あ
る
。

　
（
前
略
）
又
此
神
島
ヲ
龜
島
と
も
稱
ス
ル
神
ト
龜
と
通
用
ノ
例
古
書
ニ
ア
リ
常
陸
國
郡
郷
璧
郡
ノ

條
ニ
神
代
郷
今
龜
熊
村
是
ナ
リ

神
ノ
龜
ニ
轉
セ
シ
ハ
天
武
紀
備
後
龜
石
郡
ヲ
桓
武
紀
神
石
ニ
作
リ
和
妙
抄
モ
神
石
訓
加カ

メ

シ
女
志
ナ
リ
万
葉
東
歌
に
神
ヲ
カ
メ
ト
ヨ
メ

リ
（
後
略
）〔
井
坂　

一
九
七
五　

三
一
九
〕（
二
重
線
筆
者
）
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「
神
島
」
は
か
つ
て
「
カ
メ
シ
マ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。「
神
」
と
「
亀
」
の
「m

i

」
と
「m

a

」
が
通
音
と
し
て
同
義
的
に
扱
わ

れ
た
過
去
の
事
例
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
徳
島
の
「
お
亀
磯
」
に
当
て
は
め
れ
る
な
ら
ば
、
逆
に
「
亀

磯
」
が
「
神
磯
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
類
推
さ
せ
な
い
か
。
た
だ
し
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
の
記
録
に
は
「
亀
」
あ
る
い
は
「
甕
」
と

記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
お
亀
磯
」
は
海
没
後
も
そ
の
場
が
異
界
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
的
で
あ
る
。「
お
亀

磯
」
の
伝
説
は
江
戸
時
代
の
い
く
つ
か
の
文
献
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
つ
に
『
燈
下
録
』
が
あ
る
。『
燈
下
録
』
は
元

木
芦
洲
の
著
で
あ
り
、「
解
説
」
に
よ
る
と
、
成
立
年
代
や
著
者
の
履
歴
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
〔
新
編
阿
波
叢
書
編
集
委
員
会　

一
九
七
六　

一
〕。『
燈
下
録
』
は
芦
洲
の
友
人
で
あ
る
野
口
信
為
が
芦
洲
の
死
後
、
残
さ
れ
た
草
稿
を
刊
行
し
た
こ
と
を
、
野
口
が

「
附
言
」
に
記
し
て
お
り
、
最
後
に
は
「
文
化
九
申
の
と
し
三
月
」
と
記
し
て
い
る
〔
野
口　

一
九
七
六　

二
七
九
～
二
八
〇
〕。
こ

の
こ
と
か
ら
『
燈
下
録
』
は
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
以
前
に
芦
洲
が
見
聞
し
た
奇
事
や
伝
承
を
ま
と
め
た
も
の
と
い
え
る
。
そ

の
中
に
「
お
亀
磯
」
の
海
没
跡
の
話
し
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

因
に
云
、
寛
政
の
末
の
事
な
り
し
が
、
水
連
を
学
ぶ
若
冠
十
人
計
海
士
を
導
き
と
し
て
此
の
磯
に
来
り
て
海
老
、
鮑
の
類
を
水

裏
に
潜
き
入
て
岩
間
を
探
り
取
る
。（
此
の
磯
へ
か
づ
き
入
る
に
は
沖
の
方
に
て
、
幾
磯
の
間
地
の
方
に
て
あ
る
ひ
は
幾
磯
と
磯

の
神
へ
申
て
水
中
に
入
る
な
り
、
し
か
せ
ざ
れ
は
必
ず
怪
異
の
こ
と
に
逢
ふ
と
ぞ
）

此
日
は
沖
の
方
五
磯
ほ
ど
の
所
に
て
獲
も
の
多
か
り
し
が
、
午
刻
過
ぎ
に
か
の
海
人
某
潜
き
入
て
未
の
刻
に
な
れ
ど
も
浮
び
出

ず
、
人
々
興
さ
め
て
そ
こ
ら
岩
間
尋
ね
め
ぐ
れ
ど
、
い
づ
ち
か
へ
行
け
ん
知
れ
ず
。
其
の
中
に
又
一
人
四
尋
ば
か
り
海
底
へ
か
づ

き
入
て
人
の
あ
る
や
う
な
れ
ば
、
近
よ
り
て
見
れ
ば
い
と
あ
や
し
き
法
師
の
姿
し
た
る
も
の
顔
よ
り
胸
腹
腕
の
う
ら
よ
り
手
の
内

ま
で
雪
の
ご
と
く
、
頭
よ
り
脊
脇
は
ら
を
か
ぎ
り
て
手
の
甲
腕
股
よ
り
膝
み
な
瑠
璃
の
色
に
て
手
足
の
骨
ふ
し
蟹
の
ご
と
く
指
は

五
つ
あ
り
し
や
う
に
覚
ゆ
。

二
五

「
島
」
の
海
没
伝
承
に
お
け
る
「
神
」
の
意
味



か
の
海
人
な
ら
ん
と
間
ぢ
か
く
六
七
尺
ば
か
り
の
ほ
ど
ま
で
至
り
し
が
、
胸
う
ち
つ
ぶ
れ
恐
怖
の
余
り
思
は
ず
横
ま
に
見
ず
を

掻
き
て
遁
て
浮
ぬ
。
急
ぎ
舟
に
か
き
乗
せ
て
溜
息
す
る
人
々
い
か
に
と
問
へ
ど
、
た
ゞ
お
そ
ろ
し
き
も
の
に
逢
た
り
と
計
に
て
委

く
語
ら
ず
（
海
中
の
法
な
り
）
さ
て
申
の
時
ば
か
り
に
な
れ
ど
、
か
の
海
人
浮
出
ず
、
人
々
舟
に
集
り
て
い
か
ゞ
せ
ん
す
べ
き
な

し
鰐
に
や
呑
ま
れ
け
ん
、
岩
窟
に
や
落
ち
入
け
ん
、
い
た
ま
し
き
事
か
ぎ
り
な
し
、
せ
め
て
は
死
骸
に
て
も
家
づ
と
に
せ
ま
ほ
し

と
は
い
へ
ど
此
の
一
人
あ
や
し
き
も
の
に
逢
し
と
て
つ
ば
ら
に
云
あ
ひ
居
た
る
に
、
申
の
刻
過
る
ほ
ど
に
海
人
浮
出
た
り
、
人
々

無
き
人
の
よ
み
が
え
り
た
る
心
地
に
舟
に
引
入
て
、
い
か
に
久
し
き
間
海
底
に
は
躱
れ
居
し
ぞ
、
い
か
な
る
術
有
と
も
二
時
余
り

に
な
り
ぬ
る
な
ど
歓
び
と
へ
ど
も
、
更
に
一
息
の
間
と
覚
へ
し
と
ば
か
り
に
て
委
く
は
語
ら
ず
、
さ
て
急
ぎ
舟
こ
ぎ
帰
り
て
一
つ

邸
に
集
り
て
酒
宴
を
な
し
無
事
を
賀
す
、
こ
の
時
か
の
海
人
某
を
せ
め
と
へ
ば
語
り
出
づ
、
五
つ
め
の
磯
に
か
づ
き
入
り
し
に
海

底
に
光
明
赫
々
た
る
も
の
あ
り
、
何
な
ん
ら
と
近
づ
き
み
れ
ば
、
径
り
三
尺
ば
か
り
の
円
満
な
る
白
珠
な
り
、
玲
瓏
と
し
て
其
の

光
燿
岩
隙
を
照
ら
す
事
日
輪
の
ご
と
し
、
奇
石
の
台
上
に
安
置
せ
り
。

霊
香
馥
郁
な
る
ほ
と

く
海
底
な
る
事
を
ば
忘
れ
て
但
見
れ
ば
、
岩
窟
の
あ
り
さ
ま
楼
門
め
き
て
琅
玕
珊
瑚
海
石
芝
五
色
の
海

松
、
其
の
外
未
だ
見
ざ
る
玉
樹
枝
を
交
え
燦
々
た
り
、
門
内
門
前
前
頭
に
胸
白
く
脊
は
足
ま
で
も
紺
青
に
て
裸
体
の
者
あ
ま
た
出

て
来
て
打
招
く
（
先
に
今
一
人
海
中
に
逢
し
も
の
と
符
合
せ
り
）
又
異
形
の
赤
狗
走
り
出
て
吼
ゆ
、
此
の
時
初
め
て
竜
宮
と
か
や

は
是
な
ら
ん
に
や
、
若
し
爰
に
永
く
居
た
ら
ん
に
は
再
び
帰
り
が
た
か
ら
ん
と
思
ひ
て
返
り
見
れ
ば
、
忽
ち
に
浮
み
上
り
た
り
と

云
へ
り
。

此
の
一
条
其
の
同
席
に
て
し
た
し
く
聞
き
し
人
の
実
話
な
り
。〔
元
木　

一
九
七
六　

四
一
八
～
四
二
〇
〕

島
が
海
没
し
た
海
中
は
、
異
形
の
法
師
が
お
り
、
竜
宮
城
と
思
わ
れ
る
空
間
が
あ
る
と
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
記
録
し
た
も
の
で

あ
る
。
竜
宮
城
の
中
は
「
異
形
の
赤
狗
」
が
走
る
な
ど
、
い
か
に
も
怪
し
げ
な
空
間
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
お
亀
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磯
」
の
伝
説
は
単
に
島
の
海
没
を
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
が
、
そ
れ
に
付
随
す
る
形
で
、「
神
」
と
の
関
係
の
中
で
意
識
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、「
神
」
は
異
界
の
存
在
な
の
で
あ
る
。「
神
」
と
の
関
係
が
あ
る
島
で
あ
っ

た
の
で
、
海
没
後
も
怪
異
が
認
め
ら
れ
た
の
か
、
海
没
と
い
う
「
事
実
」
が
語
ら
れ
て
い
く
中
で
、「
神
」
と
の
関
係
が
付
会
さ
れ

た
か
ま
で
の
判
断
は
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
神
」
の
存
在
が
そ
こ
に
大
き
く
意
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
。

ま
た
右
の
記
述
で
は
、「
寛
政
の
末
」
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。「
お
亀
磯
」
の
伝
説
に
よ
る
海
没
の
時
期
の
問
題
に
関
し
て
は
す

で
に
別
稿
で
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
繰
り
返
さ
な
い
が
、
大
体
、
江
戸
開
幕
少
し
前
と
考
え
ら
れ
る
〔
林　

二
〇
一
三
ａ　

一
五
～
一
七
〕。
江
戸
時
代
後
期
に
、
寛
政
年
間
末
の
話
し
と
し
て
、「
お
亀
磯
」
の
海
没
後
の
話
し
が
付
会
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興

味
深
い
。
し
か
も
、
こ
の
話
し
に
関
し
て
は
、
そ
の
場
に
い
た
人
か
ら
の
聞
き
書
き
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
記
し
て

い
る
。
他
の
江
戸
時
代
の
記
録
に
は
右
で
見
た
よ
う
な
付
会
は
な
く
、
伝
説
に
付
会
さ
れ
語
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
が
、「
お

亀
磯
」
が
沈
ん
だ
場
が
、「
異
界
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
磯
へ
入
る
と
き
に
は
「
磯

の
神
へ
申
て
水
中
に
入
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
神
の
許
し
を
得
な
け
れ
ば
水
中
に
入
れ
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
話
し
は
、『
燈
下
録
』
に
お
い
て
、
島
の
海
没
伝
説
の
前
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
元
木
に
と

っ
て
、「
異
界
」
が
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、「
実
は
そ
の
場
は
」
と
い
う
感
覚
で
記
述
さ
れ
る
と
考
え
さ
せ
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。「
お
亀
磯
」
海
没
後
に
お
け
る
「
場
」
の
「
異
界
性
」
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
捉
え
る

な
ら
ば
、「
神
」
の
存
在
す
る
「
空
間
」、
つ
ま
り
異
界
的
性
質
が
あ
っ
た
た
め
に
、
島
が
沈
む
と
い
う
怪
異
が
お
こ
っ
た
と
捉
え

る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
や
は
り
「
亀
磯
」
は
「
神
島
」
と
通
じ
る
空
間
特
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
、「
神
島
」
が
か
つ

て
「
亀
島
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
井
阪
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
徳
島
の
「
亀
島
」
は
「
神
島
」
と
同
義
的
に
認
識
さ
れ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
す
る
と
「
戸
島
」
と
同
様
の
観
念
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

二
七

「
島
」
の
海
没
伝
承
に
お
け
る
「
神
」
の
意
味



五
、「
島
」
の
海
没
と
「
神
」
の
関
係

今
ま
で
に
見
て
き
た
「
島
」
の
海
没
と
「
神
」
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
か
整
理
し
て
み
よ
う
。

（
一
）
戸
島

①
三
つ
の
島
に
「
神
」
が
祀
ら
れ
、「
神
カ
小
島
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

②
遍
島
千
軒
・
神
島
千
軒
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、「
神
の
御
は
か
ら
い
」
で
海
没
し
た
。
沈
ん
だ
後
も
、
往
時
の
様
子
が
海
中
に

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
神
託
が
あ
り
、
津
野
領
の
時
代
、「
神
」
が
海
底
か
ら
引
き
あ
げ
ら
れ
た
。

④
宝
暦
の
津
波
で
「
神
」
は
流
出
し
て
し
ま
っ
た
。

⑤
神
託
が
あ
り
、
再
度
「
神
」
が
示
現
し
、
も
と
の
場
所
に
も
ど
さ
れ
た
。

⑥
嘉
永
の
津
波
で
宮
は
流
出
し
た
が
、
神
体
は
残
っ
た
。

⑦
年
代
不
明
だ
が
、
三
島
の
「
神
」
が
、「
戸
島
」
に
合
祀
さ
れ
た
。

番
号
は
本
文
の
引
用
文
中
に
筆
者
が
つ
け
た
番
号
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
神
」
と
の
関
係
の
中
で
記
述
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
「
神
」
と
海
没
と
を
関
係
付
け
る
な
ら
ば
、
⑦
は
①
と
②
の
間
に
時
代
的
に
は
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
戸
島
」
は
、
地
殻
変
動
に
よ
る
沈
降
で
「
島
」
が
消
失
し
た
も
の
で
は
な
く
、
何
度
も
津
波
に

合
う
こ
と
で
一
時
的
に
海
没
を
繰
り
返
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
、
②
の
「
神
の
御
は
か
ら
い
」
と
、

⑥
の
「
神
体
は
残
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
今
ま
で
の
津
波
で
は
、「
神
」
は
流
出
し
て
い
る
が
、
嘉
永
の
津
波
で
は
宮
は
流

さ
れ
て
も
、
神
体
は
残
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
嘉
永
の
津
波
が
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
例
を
出
し
て
い
る
。

す
る
と
こ
こ
で
は
神
体
は
流
さ
れ
ず
に
残
る
必
然
性
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
②
は
「
戸
島
」
の
海
没
と
「
神
」
と
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の
因
果
関
係
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
遍
島
千
軒
」
の
語
は
「
戸
島
」
が
い
か
に
栄
え
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
。
多
数

を
示
す
修
辞
的
語
句
で
あ
る
と
し
て
も
、「
千
軒
」
も
の
家
が
一
瞬
に
し
て
消
失
し
た
こ
と
は
、
津
波
に
よ
る
人
的
被
害
の
大
き
さ

を
物
語
っ
て
い
る
。

ま
た
②
の
よ
う
に
沈
降
し
た
跡
が
海
中
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
話
し
は
「
高
麗
島
」
で
も
見
ら
れ
る
。「
高
麗
島
」
で
も
、

沈
ん
だ
跡
地
で
「
潮
の
流
れ
が
澄
み
切
っ
て
、
島
の
墓
石
が
一
つ
一
つ
見
え
る
様
な
時
は
、
颱
風
の
前
徴
で
あ
っ
て
、
急
い
で
漁
師

達
は
逃
げ
帰
ら
な
け
れ
ば
遭
難
す
る
」
と
の
話
し
を
郡
家
真
一
が
『
五
島
物
語
』
の
中
で
紹
介
し
て
い
る
〔
郡
家　

一
九
七
四　

一
八
七
～
一
八
八
〕。
郡
家
の
「
自
序
」
に
は
「
昭
和
四
十
九
年
」
と
あ
り
〔
郡
家　

一
九
七
四　

ペ
ー
ジ
番
号
な
し
〕、
比
較
的
近

年
ま
で
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
「
高
麗
島
」
に
お
け
る
伝
承
で
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
単
に
跡
が
「
見

え
る
」
と
い
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。「
お
亀
磯
」
と
同
様
の
概
念
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。

と
こ
ろ
で
、「
災
害
」
と
は
何
か
。「
島
」
の
海
没
は
「
災
害
」
で
あ
ろ
う
か
。
無
人
島
が
海
没
し
た
と
し
て
、
そ
れ
は
「
災
害
」

と
な
る
か
。
も
と
も
と
「
神
カ
小
島
」
と
呼
ば
れ
た
三
島
が
あ
り
な
が
ら
、
海
没
を
伝
え
る
の
は
「
戸
島
」
だ
け
で
あ
る
。「
戸
島
」

が
海
没
し
た
と
す
れ
ば
、
他
の
二
島
も
同
じ
よ
う
に
海
没
し
た
の
で
は
な
い
か
。「
戸
島
」
以
外
の
二
島
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
島
」
の
海
没
伝
承
が
、
単
な
る
地
殻
変
動
に
よ
る
「
島
」
の
海
没
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
人
的
被

害
を
前
提
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。「
遍
島
千
軒
」
と
の
語
句
は
、「
遍
島
」
＝
「
戸
島
」
に
人
が
住
ん
で

居
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、「
戸
島
」
が
漁
民
の
拠
点
と
し
て
の
「
島
」
で
あ
っ
た
こ
と
で
、
人
的
被
害
が
大
き
か
っ
た
と
い
え

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
人
的
被
害
が
あ
っ
て
初
め
て
「
災
害
」
と
認
識
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
自
然
の
「
脅
威
」
に
人
が
巻
き
込
ま

れ
た
と
き
に
「
災
害
」
と
し
て
認
識
さ
れ
、
記
憶
と
し
て
伝
承
さ
れ
た
。
そ
の
伝
承
が
右
の
よ
う
な
形
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
な

い
か
。

二
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繰
り
返
さ
れ
る
津
波
は
「
脅
威
」
を
増
幅
さ
せ
た
だ
ろ
う
。『
皆
山
集
』
で
は
、
三
島
の
「
神
」
が
「
戸
島
」
に
合
祀
さ
れ
た
と

の
伝
承
が
あ
り
（
⑦
）、
こ
の
こ
と
は
自
然
の
「
脅
威
」
を
「
神
」
と
の
関
係
で
説
明
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
読
み
取
れ
る
が
、「
神

の
御
は
か
ら
い
」
で
あ
り
な
が
ら
、「
神
」
は
流
出
し
海
底
に
沈
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
海
中
に
い
る
「
神
」
が
「
戸
嶋
大

明
神
」
と
名
乗
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
津
波
の
「
脅
威
」
を
引
き
起
こ
す
主
体
が
「
神
」
に
あ
る
よ
う
に
も
読
み
取
れ
る
が
、
流
出

し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
信
仰
対
象
と
し
て
の
、
人
の
利
益
を
守
る
存
在
と
し
て
の
「
神
」
の
示
現
と
し
て

は
心
も
と
な
い
。
し
か
し
嘉
永
の
津
波
で
は
、
宮
は
消
失
し
た
が
「
神
体
」
は
流
出
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
も
と
も
と
の
自
然

の
「
脅
威
」
に
対
し
て
人
が
想
起
す
る
観
念
が
変
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
幕
末
に
は
「
神
」
が
人
を

守
る
主
体
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。

（
二
）「
幻
想
」
と
し
て
の
島
の
海
没

「
冠
島
」
は
大
き
な
島
の
沈
降
に
よ
っ
て
残
っ
た
部
分
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
神
」
が
降
臨
す
る
こ
と
で
「
常
世
島
」
と
認
識
さ
れ

る
に
至
っ
た
。
坂
田
邦
洋
は
「「
高
麗
島
伝
説
」
の
考
古
学
的
検
討
」
で
、「
高
麗
島
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
「
高
麗
曽
根
」
の
海

底
調
査
を
昭
和
五
十
二
年
に
行
っ
て
い
る
が
、「
調
査
の
結
果
、
人
工
品
（
跡
）
は
何
一
つ
発
見
さ
れ
ず
、
考
古
学
的
に
は
高
麗
曽

根
が
島
で
あ
っ
た
と
い
う
証
拠
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。」
と
し
つ
つ
も
〔
坂
田　

一
九
八
一　

六
四
五
〕、
中
国
に
元
と
な
る
話
し
が

あ
る
こ
と
か
ら
、「
高
麗
島
は
幻
想
の
世
界
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。」
と
述
べ
る
〔
坂
田　

一
九
八
一　

六
四
八
〕。
た
だ
し
、

そ
の
論
拠
は
い
た
っ
て
曖
昧
で
あ
る
。「
幻
想
」
は
「
現
実
」
に
対
峙
す
る
世
界
で
あ
る
。
そ
の
「
幻
想
の
世
界
」
を
必
要
と
す
る

だ
け
で
あ
る
な
ら
ば
、
場
所
は
ど
こ
に
想
定
し
て
も
か
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
「
島
」
が
か
つ
て
あ
り
、
そ
れ
が
「
神
」
の
仕
業
に
よ
り
消
失
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
「
神
」
の
世
界
の
「
語
り
」
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
高
麗
島
」
は
実
際
に
海
没
し
て
現
存
し
な
い
と
さ
れ
る
「
島
」
で
あ
る
。
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

も
の
が
、「
か
つ
て
は
あ
っ
た
」
と
す
る
こ
と
に
、
意
味
を
見
出
す
な
ら
ば
、
坂
田
の
い
う
「
幻
想
の
世
界
」
は
、
そ
の
特
異
性
に
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よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
。
そ
し
て
「
幻
想
」
は
「
現
実
」
に
対
峙
す
る
非
現
実
的
世
界
、
つ
ま
り

「
異
界
」
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
「
幻
想
の
世
界
」
が
「
神
」
と
の
関
係
の
中
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
れ
は
右
で
紹

介
し
た
伝
説
を
伴
う
「
島
」
に
お
け
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
神
託
を
為
し
た
、
祀
ら
れ
て
い
た
「
神
」
は
「
島
」
が
海
没
す

る
直
前
に
逃
げ
出
す
、あ
る
い
は
連
れ
出
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
神
」
が
流
出
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
に
「
戸
島
」
や
「
冠
島
」

と
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
違
い
は
「
神
」
の
所
在
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
伝
説
そ
の
も
の
の
モ
チ
ー
フ
に
も
違
い

が
認
め
ら
れ
る
。「
高
麗
島
」
を
は
じ
め
と
す
る
伝
説
で
は
、「
顔
を
赤
く
塗
ら
れ
た
」
こ
と
が
モ
チ
ー
フ
の
主
題
と
な
っ
て
お
り
、

「
悪
戯
者
・
悪
党
・
不
心
神
者
」
の
行
為
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
結
果
「
島
」
が
海
没
す
る
。
し
か
し
「
戸
島
」
は
「
神
」
自
ら
の
意

思
で
海
没
し
、「
冠
島
」
で
は
海
没
し
た
後
に
「
神
」
が
降
臨
す
る
。
つ
ま
り
「
神
」
の
存
在
が
モ
チ
ー
フ
の
主
題
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

「
冠
島
」
が
「
常
世
島
」
と
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、「
こ
の
世
」
と
対
峙
す
る
世
界
が
も
と
め
ら
れ
た
結
果
、

怪
異
と
し
て
「
島
」
の
海
没
と
い
う
伝
説
が
生
じ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
島
は
現
存
し
な
く
て
も
、
伝
説
と
し
て
語
り
継
が
れ
る

こ
と
は
、
島
の
海
没
が
再
認
識
さ
れ
続
け
た
こ
と
に
な
る
。
史
実
的
な
事
象
と
し
て
の
再
生
産
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
海
没
が
確

認
で
き
た
「
島
」
は
少
な
く
、
伝
説
を
伴
う
「
島
」
に
関
し
て
の
史
実
性
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
「
戸
島
」
と
「
冠
島
」
と
の
違
い
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
戸
島
」
が
も
と
も
と
「
神
」
が
祀
ら
れ
て
い
た

の
に
対
し
、「
冠
島
」
は
沈
降
後
に
「
神
」
が
降
臨
し
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
筆
者
は
日
本
に
お
い
て
の
他
界
観
は
薄
い
と
考
え
て

い
る
〔
林　

二
〇
一
一　

二
五
～
二
六
〕。
ま
た
拙
著
『
近
代
火
葬
の
民
俗
学
』
で
論
じ
た
よ
う
に
、
死
者
は
こ
の
世
か
ら
追
放
す

べ
き
存
在
で
あ
り
、
そ
の
行
き
先
は
具
体
的
な
「
あ
の
世
」
で
は
な
く
、「
こ
の
世
」
の
否
定
概
念
と
し
て
の
具
体
性
を
欠
い
た
「
あ

の
世
」
で
あ
る
と
考
え
る
〔
林　

二
〇
一
〇
〕。
そ
の
た
め
、「
幻
想
と
し
て
の
世
界
」
の
必
要
性
は
、
字
義
通
り
、「
幻
想
」
で
あ

る
「
こ
の
世
で
は
な
い
世
界
」
と
し
て
捉
え
た
い
。「
こ
の
世
で
は
な
い
世
界
」
の
「
存
在
」
＝
「
神
」
が
、
強
く
認
識
さ
れ
る
こ

三
一

「
島
」
の
海
没
伝
承
に
お
け
る
「
神
」
の
意
味



と
は
、
逆
説
的
に
「
こ
の
世
」
が
強
く
認
識
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
神
」
の
存
在
の
強
調
は
、「
こ
の
世
」
の
確
か
ら
し

さ
を
、「
あ
の
世
」
か
ら
照
射
す
る
こ
と
で
、
確
認
す
る
た
め
の
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
一
つ
が
、
海
に
囲
ま
れ
た

国
で
あ
る
日
本
に
お
け
る
災
害
伝
承
と
し
て
表
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
す
る
と
海
没
と
出
現
を
繰
り
返
し
た
「
戸
島
」
は
、
特
異
性

の
強
い
「
島
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
一
方
の
「
冠
島
」
に
関
し
て
は
、
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
い
た
海
洋
民
の
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
「
幻
想
」
の
「
島
」
に
も
と
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

（
三
）
お
亀
磯

「
お
亀
磯
」
に
伝
わ
る
伝
説
は
、「
石
像
の
面
が
赤
く
な
っ
た
ら
島
が
沈
ん
だ
」
と
い
う
形
で
あ
り
、
高
麗
島
な
ど
と
モ
チ
ー
フ
は

同
じ
で
あ
る
が
、
こ
の
伝
説
は
中
国
に
起
源
が
あ
る
。『
淮
南
子
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
淮
南
鴻
烈
解
』
で
あ
る
。
戸
川
芳
郎
の
「
解

説
」
に
よ
る
と
、『
淮
南
鴻
烈
解
』
は
高
誘
に
よ
っ
て
東
漢
末
期
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
〔
戸
川　

一
九
一
五　

四
三
七
〕。

そ
の
中
に
、
歴
陽
県
が
沈
み
湖
に
な
っ
た
伝
説
に
、
城
門
の
閾
に
血
が
つ
い
て
い
た
ら
県
が
沈
む
と
い
う
も
の
が
あ
る
〔
高　

一
九
一
五　

巻
第
二　

二
四
〕。『
淮
南
鴻
烈
解
』
に
記
さ
れ
た
話
は
、『
今
昔
物
語
集
』
や
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
。『
今
昔
物
語
集
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
、
日
本
に
広
が
っ
て
い
た
と
の
確
証
は
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
は

す
で
に
指
摘
し
て
い
る
〔
林　

二
〇
一
三
a
〕。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、『
淮
南
鴻
烈
解
』
に
記
述
さ
れ
た
伝
説
で
重
要
に
な
る
の

は
「
閾
に
血
が
つ
い
た
と
き
」
で
あ
り
、「
神
」
と
の
関
連
性
は
み
ら
れ
な
い
。『
今
昔
物
語
集
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
い
て
も
、

「
卒
塔
婆
に
血
が
つ
い
た
と
き
」
と
な
っ
て
お
り
、
仏
教
化
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、「
神
」
は
登
場
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
伝
説
の
基
と

な
る
と
考
え
ら
れ
る
『
淮
南
鴻
烈
解
』
に
お
い
て
は
、
山
が
崩
れ
湖
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
形
で
あ
り
、
元
の
土
地
は
水
没
す
る
。

こ
れ
ら
伝
説
を
持
つ
「
お
亀
磯
」
な
ど
は
海
没
し
た
ま
ま
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
『
淮
南
鴻
烈
解
』
と
同
様
の
モ
チ
ー
フ
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
「
神
」
の
お
告
げ
が
あ
る
と
の
形
は
日
本
的
な
展
開
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

実
存
し
な
い
「
お
亀
磯
」
で
は
海
没
後
に
怪
異
性
の
物
語
が
付
会
さ
れ
て
い
る
例
が
認
め
ら
れ
た
。
海
没
し
た
「
場
」
が
異
界
と
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し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
神
」
が
い
て
、
潜
る
と
き
に
は
、「
神
」
に
「
申
す
」
必
要
が
あ
っ
た
。
こ

こ
に
「
人
」
と
「
神
」
と
の
緊
張
関
係
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。「
お
亀
磯
」
に
関
し
て
は
、
江
戸
時
代
の
伝
承
が
記
述
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
現
在
」
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
の
可
能
性
も
あ
る
。
他
の
「
島
」
に
お
い
て
も
同
様

の
観
念
が
か
つ
て
は
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
郡
家
の
報
告
に
よ
れ
ば
、「
高
麗
島
」
に
お
い

て
も
島
が
沈
ん
だ
と
さ
れ
る
跡
地
に
怪
異
の
伝
承
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　六
、
島
の
海
没
伝
説
と
ロ
ジ
ッ
ク
と
し
て
の
「
神
」

と
こ
ろ
で
、
北
條
勝
貴
は
「
環
境
／
言
質
の
問
題
系
」
の
中
で
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
で
の
「
都
邑
水
没
」
伝
説
を
取
り
上
げ
、
興

味
深
い
発
言
を
し
て
い
る
。「
江
南
地
域
で
言
質
形
式
と
し
て
確
立
し
た
都
邑
水
没
譚
は
、
恒
常
的
に
洪
水
の
危
機
を
伴
う
類
似
の

環
境
に
あ
っ
て
、
時
代
・
社
会
の
要
請
の
も
と
に
微
妙
に
要
素
を
変
動
さ
せ
つ
つ
、
災
害
の
突
発
性
・
大
規
模
性
・
無
差
別
性
を
強

調
し
、
回
避
の
た
め
の
危
険
感
受
性
・
避
難
瞬
発
力
に
つ
い
て
警
告
す
る
内
容
で
語
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
長
大
な
時
間
の
な
か
で

再
話
が
繰
り
返
さ
れ
、
物
語
を
育
ん
だ
固
有
の
環
境
と
切
断
し
、
伝
播
と
民
間
伝
承
化
が
進
ん
で
ゆ
く
に
つ
れ
て
、
災
害
の
危
険
性

を
伴
わ
な
い
も
の
へ
と
変
容
し
て
ゆ
く
。」
と
述
べ
る
〔
北
條　

二
〇
一
四　

六
〕。
北
條
の
論
は
、
日
本
で
も
見
ら
れ
る
同
型
の
島

の
海
没
伝
説
と
そ
の
祖
形
と
考
え
ら
れ
る
中
国
・
朝
鮮
で
の
災
害
伝
承
と
そ
の
物
語
化
が
何
を
意
味
す
る
か
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
意
味
で
は
直
接
的
な
論
点
は
本
論
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
災
害
伝
承
の
意
味
に
関
す
る
指
摘
は
正
鵠
を
つ
い
て

い
る
。

た
だ
し
本
章
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
な
ぜ
こ
こ
に
「
神
」
が
持
ち
出
さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。『
淮
南
鴻
烈
解
』
で
は
、

城
門
の
閾
、『
今
昔
物
語
集
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
は
、
山
上
の
卒
塔
婆
に
血
が
つ
い
て
い
た
と
き
と
の
条
件
が
提
示
さ
れ
、
そ
こ
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に
「
神
」
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
日
本
の
伝
説
で
は
「
神
」
が
直
接
に
関
与
す
る
。
そ
れ
は
実
在
す
る
「
島
」
で
あ
っ
て

も
、
現
存
し
な
い
「
島
」
で
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
特
に
本
論
で
と
り
あ
げ
た
「
戸
島
」「
冠
島
」「
鯛
の
島
」
は
「
神
」
と
の
関

係
性
が
モ
チ
ー
フ
の
主
要
部
分
を
占
め
て
い
る
。
本
論
で
は
自
然
の
脅
威
を
「
神
」
に
よ
っ
て
説
明
し
た
と
す
で
に
述
べ
て
き
て
い

る
が
、
自
然
の
「
脅
威
」
が
「
神
」
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
と
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
北
條
が
指
摘
す
る
よ
う

に
「
災
害
の
危
険
性
を
伴
わ
な
い
」
伝
承
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
神
」
が
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
は
、「
脅
威
」
を

覆
い
隠
し
て
い
る
よ
う
に
も
と
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
「
神
」
は
ロ
ジ
ッ
ク
と
し
て
捉
え
た
い
。
ロ
ジ
ッ
ク
と
し
て
の
「
神
」
と
は
、「
神
」
に
対
す
る
純
粋
な

信
仰
か
ら
と
い
う
よ
り
も
、「
脅
威
」
現
象
を
も
た
ら
す
説
明
を
「
神
」
と
結
び
つ
け
て
説
明
す
る
も
の
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い

る
。
つ
ま
り
「
神
」
は
「
脅
威
」
を
引
き
起
こ
す
直
接
的
主
体
と
し
て
の
認
識
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
戸
島
」
で

は
「
神
」
は
流
出
し
、
海
底
に
長
ら
く
沈
ん
で
い
た
。「
神
」
を
あ
く
ま
で
も
信
仰
対
象
と
し
て
の
「
存
在
」
と
し
て
位
置
付
け
る

な
ら
ば
、
そ
れ
が
自
ら
の
意
思
で
流
出
す
る
こ
と
は
一
大
事
で
あ
る
。
信
仰
は
「
神
」
を
奉
じ
る
人
々
の
内
面
的
問
題
で
あ
り
、
こ

の
場
合
に
お
い
て
「
神
」
は
内
在
化
さ
れ
て
い
る
。
信
仰
心
が
強
い
中
で
「
神
」
が
消
失
す
れ
ば
、
さ
ら
な
る
危
険
に
晒
さ
れ
る
と

感
じ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
戸
島
」
で
は
何
度
と
な
く
「
神
」
は
流
出
す
る
の
で
あ
り
、「
神
」
自
ら
が
示
現
す
る
。
こ
れ
を
漂

着
神
信
仰
に
帰
結
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
く
も
な
い
が
、
何
度
も
「
消
失
→
示
現
」
を
繰
り
返
す
な
ら
ば
、
そ
の
神
威
の
低
下
は
著

し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
俄
か
に
お
き
た
地
震
を
「
神
の
御
は
か
ら
い
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
記
述
を
見
る
限
り
、「
神
の
御

は
か
ら
い
」
は
地
震
の
原
因
の
説
明
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
「
戸
島
」
で
は
、
も
と
も
と
三
つ
の

島
に
「
神
」
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
信
仰
の
島
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、「
戸
島
」
の
海
没
に
対
応
す
る
形

で
、「
神
」
は
「
戸
島
」
だ
け
に
収
斂
さ
れ
、
し
か
も
「
御
は
か
ら
い
」
と
言
わ
し
め
て
い
る
。
こ
れ
は
単
な
る
信
仰
対
象
ま
た
は

信
仰
の
具
現
と
し
て
の
「
神
」
か
ら
、
人
間
に
「
脅
威
」
を
も
た
ら
す
「
存
在
」
説
明
と
し
て
の
論
理
を
「
神
」
の
「
存
在
」
に
還
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元
し
た
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。「
存
在
」
を
観
念
す
る
こ
と
が
ロ
ジ
カ
ル
な
の
で
あ
る
。

「
冠
島
」
に
お
い
て
も
、
地
盤
沈
下
以
後
に
「
神
」
が
降
り
立
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
「
冠
島
」
と
「
戸
島
」
と

で
は
、「
島
」
と
「
神
」
の
関
係
は
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。「
冠
島
」
は
「
神
」
に
よ
っ
て
沈
降
し
た
と
は
さ
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
大
島
の
沈
降
で
残
さ
れ
た
山
頂
が
二
つ
の
島
と
し
て
残
っ
た
こ
と
の
不
可
思
議
現
象
が
あ
っ
た
後
に
「
神
」
が

降
り
立
っ
た
と
さ
れ
た
。
観
念
の
変
遷
を
み
る
と
、「
怪
異
→
「
神
」
の
降
臨
→
海
部
氏
の
祖
先
神
→
漁
民
の
崇
敬
（
常
世
）」
と
な

る
。「
冠
島
」
で
は
「
怪
異
」
が
「
神
」
降
臨
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、「
神
」
が
あ
る
た
め
の
十
分
条
件
的
に
捉
え
ら
れ

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
海
部
氏
が
海
洋
民
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
自
ら
の
立
場
を
「
神
」
に
引

き
つ
け
て
確
固
た
る
も
の
に
す
る
論
理
が
背
景
に
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
こ
こ
で
の
ロ
ジ
ッ
ク
と
し
て
の
「
神
」
と
し
て
捉
え
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
鯛
の
島
」
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
「
神
島
」
と
陸
続
き
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
が
一
部
陥
没
し
て
孤
立
し
た
。
ま

さ
に
「
神
」
と
の
関
係
の
中
で
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
ロ
ジ
ッ
ク
と
し
て
の
「
神
」
を
意
味
づ
け
る
だ
け
の
資
料
は
今

の
処
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
海
の
境
に
位
置
す
る
「
神
島
」
と
陸
続
き
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、「
陥
没
に
よ
る
孤
島
化
」
が
納
得

で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
信
仰
で
は
な
く
、「
神
」
と
の
関
係
性
が
怪
異
が
お
き
て
も
お
か
し
く
な
い
と
の
認
識
を
生
ん
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

信
仰
と
ロ
ジ
ッ
ク
は
こ
こ
で
は
交
錯
し
て
い
る
。
自
然
の
脅
威
に
対
す
る
畏
怖
心
を
「
神
」
と
い
う
存
在
に
収
斂
さ
せ
る
こ
と
だ

け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
坪
井
洋
文
は
『
神
道
的
神
と
民
俗
的
神
』
の
中
で
、「〈
村
人
〉
と
か
〈
信
仰
〉
と
い
っ

て
も
、
日
本
の
場
合
は
き
わ
め
て
錯
綜
し
た
関
係
の
中
に
お
い
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
単
一
的
、
一
元
論
的
に
把
握
し
得

な
い
の
が
特
徴
で
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
民
俗
の
世
界
そ
の
も
の
で
も
あ
る
。」
と
指
摘
す
る
〔
坪
井　

一
九
八
九　

三
七
〕。
多
元
的

に
日
本
民
俗
を
見
つ
め
て
い
た
坪
井
ら
し
い
言
で
あ
る
が
、
筆
者
は
さ
ら
に
、
そ
こ
に
「
神
」
示
現
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
捉
え
た
い
。
単
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純
に
「
信
仰
心
」
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

確
か
に
、『
皆
山
集
』
が
⑦
で
記
述
し
て
い
る
よ
う
に
、
三
島
の
「
神
」
が
「
戸
島
」
に
合
祀
さ
れ
た
と
の
伝
承
が
あ
り
、
ま
た

海
中
に
い
る
「
神
」
が
「
戸
嶋
大
明
神
」
と
名
乗
っ
た
こ
と
か
ら
、「
神
」
に
対
す
る
信
仰
心
を
も
と
め
る
こ
と
も
で
き
る
。

「
戸
島
」
に
関
す
る
歌
に
お
い
て
も
「
神
の
島
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
紹
介
し
た
。
し
か
し
、「
神
」
に
対
す
る
意
識
は
、
示

現
（
流
出
後
の
）
や
降
臨
伝
承
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
意
味
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
当
初
よ
り
強
く
意
識
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。「
冠
島
」
に
お
け
る
「
神
」
の
降
臨
も
、「
沈
降
」
と
い
う
「
怪
異
」
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え

る
な
ら
ば
、
信
仰
対
象
と
し
て
の
「
神
」
が
前
提
と
し
て
怪
異
が
起
き
た
と
は
い
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

で
は
高
麗
島
や
お
亀
磯
の
伝
説
は
ど
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
伝
説
は
「
神
の
顔
が
赤
く
な
っ
た
と
き
」
と

い
う
「if

」
の
条
件
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
山
本
節
は
こ
れ
を
「
禁
忌
侵
犯
に
よ
る
他
界
閉
鎖
」
と
す
る
が
〔
山
本　

二
〇
〇
二　

一
八
〕、「
赤
く
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
形
を
と
っ
て
い
な
い
た
め
、
筆
者
は
禁
忌
侵
犯
と
は
捉
え
て
い
な
い
〔
林　

二
〇
一
三
ａ　

三
四
～
三
五
〕。「
赤
く
な
っ
た
と
き
」
と
い
う
神
託
や
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
若
者
や
盗
賊
の
悪
戯
で
顔
を
赤
く
塗

ら
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
島
は
海
没
す
る
こ
と
に
な
る
。
禁
忌
侵
犯
に
よ
る
海
没
で
あ
れ
ば
、「
神
」
の
存
在
、
及
び
そ

の
信
仰
が
前
提
と
な
る
が
、
伝
説
で
は
、
若
者
や
盗
賊
の
行
為
が
地
震
・
津
波
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
の
形
に
な
っ
て
い
る
。

一
見
し
て
、「
神
」
に
対
す
る
信
仰
が
、
自
然
の
脅
威
を
引
き
起
こ
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
伝
説
上
は
決
し
て
禁
忌
侵
犯
に
よ
り

「
神
」
の
怒
り
を
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
神
託
や
お
告
げ
の
よ
う
に
、「
顔
が
赤
く
な
っ
た
」
た
め
の
事
変
で
あ
る
と

い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
説
に
お
い
て
は
、「
神
」
が
主
体
的
に
語
ら
れ
て
い
る
が
、
自
然
現
象
の
脅
威
を
引
き
起
こ
す
た
め
の
フ

ァ
ク
タ
ー
に
す
ぎ
ず
、島
民
に
と
っ
て
「
神
の
祟
り
」
と
し
て
の
神
威
発
揚
に
対
す
る
畏
怖
を
引
き
出
す
も
の
で
し
か
な
い
。
そ
し
て
、

そ
こ
に
「
神
」
を
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
り
、
心
意
的
事
実
と
し
て
の
正
当
性
を
主
張
し
、
ま
た
史
実
と
し
て
の
災
害
が
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
合
理
的
に
解
釈
を
加
え
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
神
」
に
対
す
る
敬
虔
な
信
仰
心
か
ら
、
こ
れ
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ら
の
伝
説
・
伝
承
が
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
信
仰
心
が
基
底
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
事
象
（
し
か
も
そ
れ
が
自
分
た
ち
の
生
活

に
と
っ
て
、
と
て
も
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
す
）
解
釈
の
た
め
に
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

七
、
お
わ
り
に

高
知
県
須
崎
市
の
「
戸
島
」
の
伝
承
に
あ
る
白
鳳
年
間
の
地
震
は
お
そ
ら
く
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
よ
り
甚
大

な
津
波
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
南
海
ト
ラ
フ
に
限
ら
ず
、
地
震
は
各
所
で
お
こ
っ
て
い
る
。
そ
の
度
に
津

波
被
害
が
あ
っ
た
。
そ
の
記
憶
が
本
論
で
見
て
き
た
よ
う
な
伝
承
を
生
み
出
し
、
ロ
ジ
ッ
ク
と
し
て
の
「
神
」
が
持
ち
出
さ
れ
て
き

た
。
災
害
の
実
態
に
よ
り
伝
承
の
形
は
変
わ
る
だ
ろ
う
。
笹
本
正
治
は
、
長
野
県
小
谷
村
に
お
け
る
土
砂
災
害
と
伝
説
の
関
係
と
実

態
を
調
査
し
て
い
る
が
、「
神
」
認
識
の
中
で
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
実
際
の
「
記
憶
」
と
し
て
語
ら
れ
、「
地
元
に
は
地
域
の
自

然
認
識
が
し
っ
か
り
と
し
て
い
れ
ば
、
災
害
は
妨
げ
た
は
ず
だ
と
の
意
識
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
現
地
の
人
々
の
間

に
は
土
石
流
災
害
の
経
験
が
蓄
積
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
時
に
土
石
流
が
起
き
る
と
か
、
何
処
が
危
な
い
と
い
っ
た
認
識
が
で
き
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
地
域
が
作
り
あ
げ
た
災
害
文
化
と
呼
ぶ
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
〔
笹
本　

一
九
九
八　

六
四
〕。

ま
た
二
〇
一
四
年
八
月
に
は
広
島
市
安
佐
南
区
で
土
砂
災
害
が
お
こ
り
、
と
く
に
八
木
地
区
で
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
。
そ
の
地

は
か
つ
て
「
蛇
落
地
悪
谷
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
が
、
都
市
広
島
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
住
宅
街
と
な
っ
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
お
り
か
ら
の
大
雨
で
大
被
害
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
す
で
に
忘
れ
ら
れ
て
い
た
地
名
が
災
害
の
記
憶
を
と
ど
め
て
い
た
こ
と
を

示
す
が
、
こ
の
よ
う
に
過
去
の
記
憶
が
地
名
や
伝
説
に
留
め
ら
れ
る
こ
と
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
そ
の
た
め
現
存
し
な
い

「
島
」
の
海
没
伝
説
は
あ
る
が
、「
島
」
が
「
現
存
」
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、「
災
害
」
は
な
か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
そ
れ
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で
も
筆
者
が
か
つ
て
指
摘
し
た
心
意
的
史
実
と
し
て
の
「
災
害
」
の
意
味
も
考
え
る
必
要
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。「
災
害
」
を
い

か
に
利
用
し
て
き
た
か
と
い
う
視
点
も
研
究
の
上
で
は
必
要
で
は
な
い
か
。
勿
論
、
こ
こ
で
の
「
利
用
」
は
「
語
り
」
と
し
て
と
い

う
意
味
で
あ
る
。

本
論
で
は
「
災
害
」
に
際
し
、
ロ
ジ
ッ
ク
と
し
て
の
「
神
」
が
援
用
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。「
神
」
は
人
智
を
超
え
た
現

象
を
引
き
起
こ
す
「
存
在
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
一
方
、
信
仰
の
対
象
と
も
な
っ
た
。「
災
害
」
の
原
因
と
し
て
、
ま
た
「
災

害
」
を
前
提
と
し
て
「
神
」
が
語
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
が
ロ
ジ
ッ
ク
と
し
て
の
「
神
」
と
考
え
た
。
信
仰
心
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

説
明
の
問
題
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
説
明
の
問
題
と
し
て
の
構
成
が
見
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。「
戸
島
」
で
は
「
神
」、「
冠
島
」
で

は
「
先
祖
神
」
が
比
定
さ
れ
た
。
こ
の
比
定
こ
そ
が
ロ
ジ
ッ
ク
な
の
で
あ
り
、
そ
の
前
提
に
、「
脅
威
」
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
高
麗
島
や
お
亀
磯
な
ど
の
伝
説
で
も
同
様
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。「
災
害
」
が
「
災
害
」
で
あ
る
た

め
に
、
島
の
海
没
（
津
波
を
含
む
）
で
は
、「
神
」
の
よ
う
な
存
在
や
神
威
の
前
提
、
そ
し
て
そ
れ
を
正
当
化
す
る
ロ
ジ
ッ
ク
が
必

要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
論
は
萩
原
龍
夫
旧
蔵
史
料
研
究
会
（
現
、
史
料
と
伝
承
の
会
）
で
発
表
し
た
も
の
を
、
さ
ら
に
推
敲
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
究

会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
謝
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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The legend or the tradition of the island that sank in the sea is strongly 
related to “Kami” and is explained.　 Particularly, in “Heshima” of Kochi 
Prefecture and “Kanmurijima” of Kyoto Prefecture, an epiphany is 
connected with an island sinking in the sea. In“Heshima”, an island sinks 
by intention of worshiped“Kami”, and, at this time, “Kami”begins to flow, 
but appears again afterwards. In “Kanmurijima”,“Kami” gets down on the 
place where an island sank in the sea, and it is considered to be ancestor 
assumed ancestor Kami of “Kaifu-shi”, and the island comes to be recognized 
as“Tokoyo”. In “Okameiso”of Tokushima Prefecture, the next world 
was conscious of to the trace which an island sank in the sea, and after all 
existence of“Kami” was conscious of. These “Kami”was taken to explain 
a disaster or to explain the divine nature that was tired to the disaster, not 

“Kami”as the faith. Therefore we can think with“Kami” as the logic.

　Study on meaning of “Kami”in the tradition
of the“Island”that sank in the sea 

―Mainly on the tradition of “Heshima”of Kochi Prefecture
and of “kammurijima”of Kyoto Prefecture―

HAYASHI Eiichi 
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